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６

昭
和
6
2年
に
甲
府
一
高
を
卒
業
し
て
、
東
京
の
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。

全
国
各
地
の
高
校
か
ら
集
ま

っ
た
新
入
生
で

最
初

の
ク
ラ

ス
は
構

成
う

れ
、
気
の
合
う
グ
ル
ー
プ

が
出
来
ま
し
た
。
お
決
ま
り
の
自
己

紹
介
は
も

ち
ろ
ん
、
お
互

い
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
高
校
の
紹
介
、
自
慢
話
で

盛
り
上
が

り
、
話
に
花
が
咲

い
た
の
が
懐
か
し

い
。
歌
手
、
俳
優
、
プ
ロ
野
球
選
手
等
、

大
体
あ
る
程
度
歴
史
の
あ
る
高
校

に
は
何
人
か
著
名
人
の
Ｏ
Ｂ
が
い
る
も

の
で

す
。

群
馬
県
立
高
崎
高
校
の
出
身
者

が
言
う
。
「
今

の
中
曽

根
総
理
は
俺
の

高
校
出
身
だ
よ
」

皆

が
「
へ
～
」

と
う
な
ず
く
。

そ
れ
を
受
け
て
「
総
理
大
臣
な
ら
、
石
橋
湛
山
は
俺
の
高
校
出
身
だ
よ
」

と
、

私
。

る
と
い
う
意
）
ね
～
」
と
、
ま
だ
受
験
勉
強
を
終
え
て
間
も
な
い
ク
ラ
ス

ハ

メ
ー
ト
た
ち
は
、
短
命
の
総
理
大
臣
、
石
橋
湛
山
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て

い
て
、
そ
の
出
身
高
校
、
わ
が
甲
府
一
高
に
一
目
置

い
て
く
れ
ま
し
た
。

ひ
と
通
り
、
母
校
出
身
の
有
名
人
自
慢
が
終
わ
り
、
今
度
は
、
甲
府

二
局

佞

の
「
強
行
遠
足
」
の
こ
と
を
皆
に
説
明
し
て
み
ま
し
た
。

゛
　
「
－

０
０

㎞
１・
冗
談
だ
ろ
？
一
晩
中
歩
き
続
け
る
の
か
？
寝
な
い
の

か
？
」

「
山
梨
か
ら
長
野
ま
で
歩
く
の
か
？
学
校
行
事
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で

他

県
ま
で
行
く
の
か
？
」

「
全
員
完
走
す
る
の
か
？
暗
が
り
は
怖
く
な
い
の
か
？
道
に
迷
わ
な
い

甲
府
中
学
・
甲
府
一
高
同
窓
会

実
行
委
員
長

宮

川

勇

徳

の
か
？
」

質
問
攻
め
で
す
。
一
生
懸
命
そ
れ
に
答
え
、
よ
う
や
く
質
問
が
尽
き
る

と
最
後
に
こ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
君
の
高
校
、
甲
府

二
局
は
凄
い
な
」
と
。

あ
れ
か
ら
約
3
0年
、
5
0歳
を
迎
え
第
－

３
９
周
年
甲
府
中
学
・
甲
府
一

高
同
窓
会
の
当
番
幹
事
と
な
り
ま
し
た
。
先
日
、
久
々
に
大
学
時
代
の
友

人
が
集
ま
り
、
学
生
時
代
の
話
で
盛
り
上
が
る
中
、
他
県
の
各
高
校
の
同

窓
会
の
当
番
学
年
の
様
子
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。
－

０
０
０
人
の
同
窓
生

が
一
堂
に
会
す
る
甲
府

二
局
の
同
窓
会
・
懇
親
会
の
規
模
は
他
に
は
な
く
、

そ
の
運
営
の
仕
組
み
、
強
行
遠
足
と
の
関
わ
り
か
ら
東
京
同
窓
会
ま
で
の

一
連
の
流
れ
等
、
友
人
た
ち
の
驚
き
は
予
想
ど
お
り
で
し
た
。

「
や
っ
ぱ
り
君
の
高
校
、
甲
府
一
高
は
相
変
わ
ら
ず
凄
い
な
」
と
。

同
窓
会
の
当
番
幹
事
と
な
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
甲
府
中
学
・
甲
府

二
局

の
伝
統
を
強
く
且
つ
重
く
感
じ
る
と
共
に
、
自
ず
と
コ
局
入
学
時
の
頃
の

記
憶
が
甦
っ
て
き
ま
す
。
私
た
ち
昭
和
6
2年
卒
業
生
に
と
っ
て
は
、
約
3
5

年
前
の
、
サ
ブ
幹
事
の
平
成
1
6年
卒
業
生
に
と
っ
て
は
約
1
8年
前
の
記
憶

が
甦
っ
て
き
ま
す
。
本
日
の
同
窓
会
の
テ
ー
マ
「
甦
れ
１
・－

３
９
年
の
伝

統
～
深
紅
の
旗
の
下
に
」
は
、
本
日
お
集
ま
り
の
同
窓
生
の
皆
様
一
人
一

人
の
年
代
の
一
高
の
記
憶
を
甦
ら
せ
、
こ
の
1
3
9

周
年
と
い
う
長
大
な

一
高
の
伝
統
を
再
認
識
す
る
機
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め

て
い
ま
す
Ｏ
－

３
９
年
間
と
い
う
長
さ
年
月
に
渡
り
、
３
万
余
名
の
卒
業

生
が
築
き
上
げ
た
伝
統
を
、
こ
の
深
紅
の
応
援
旗
の
下
に
甦
ら
せ
て
ほ
し

い
と
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。



｜

担
任

中

川

文

明

先

生

在
籍
4
7
名
・・・
男
子
2
8名

女
子
1
9名

７

昭和 砲 年卒半生ブラス写犬
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特 集

誌上交流｢夢と向き合う｣
昭 幇 六T十 二 汪 ヰ

１　　　　　４　　ａ
甲 府 一 言 ………一年 生

( 平 麟 二 丿 ……f･･:.tj:E,1旦.)

二J==111

母
校
一
高
へ
の
熱
き
想
い

歩
ん
で
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語

後
輩
た
ち
へ
送
っ
た
渾
身
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

現
役
一
高
生
は
、
何
を
感
じ
何
を
想
う
の
か

夢
や
希
望
、
そ
し
て
将
来
へ
の
不
安

先
達
の
人
生
に
自
分
た
ち
の
今
を
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
観
や
職
業
観
に
迫
っ
て
み
た

先
輩
へ
の
あ
こ
が
れ
と
後
輩
へ
の
激
励

三
名
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
高
校
生
が
共
鳴
し
合
い

「
夢
と
向
き
合
う
」
こ
と
で
見
つ
け
た
も
の
と
は
・：

本
誌
上
で
年
代
を
超
え
た
温

か
な
交
流
が
実
現
し
た



今回の特集企画では、人生観や職業観について、

現在、第一線でご活躍の昭和六十二年卒業生のみなさんと

将来に向けて進路学習を進めている現役甲府一高一年生が

それぞれの立場や経験をもとに誌上での交流をしていただきます。

メッセンプヤ･=-の皆 さん
陽 パ, ‥ ‥，｜ 二'Li:Fﾐ

ご?j
゛?S3

９
:.　　　　　　.　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°:ゝ.･ ･-　i.

倉 田　 ゆ き み( 旧 姓村松)　　　　　　　　　　　　　　　　

戸ゝ．

……………!EI,･ll･.･j:1･i.=:･5･袋..;:a.‘･.゚･‘i:=････

大 臣 官

ご こ

流 室　　　

４ﾂ

≒　　
‾

海 外広 報人物 交流 室 課長 補佐　　　　　　　jlllil

１ 白 卓 司

諏訪赤十字病院

神経内科部長･ 脳卒中センター副所長

Ｑ 武 川 智 美
… … ……….･:iii･lgl極 哨l 詣 ｐ ゛ ｊｙ･･ ．

MBS( 毎日放送) アナウンサー

甲府一高 一八千生の皆さん
レ ヤ 十年度 ）

11　　　
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ヌ
ｉ　　　　　　まずは、メッセンジャーのみなさんから、

゛　　　　　　 自己紹介もかねて近況報告が届きましたのでご紹介します。

／　　
☆
高 生 の み な さ ん 、は じ め まし て/

甲府一高一年生の皆様､初めまして。昭和六十二年卒

の倉田(旧姓村松) ゆきみと申します。

私は､小学生時代、幼少期から習っていたバイオリン

の演奏旅行で米国や欧州を訪問したことをきっかけ

に､英語習得や異文化への関心を深め､一高の三年時に

は､｢ 米国政府高校生招致計画｣という米国政府の奨学

金でアイオワ州に留学するというチャンスを得ました。

アメリカ人家庭の一員として生活しながら､地元の公立

￥

1

 

1

Q

ｊ

Ｅ
４

－
－－
％ ９１ ９

高校に通ったこの一年間は､私の人生の分岐点となり､今もなお日々の糧となっています。

その後、日本で大学を卒業してから再び米国に渡り､カリフ ォルニア州の大学院で修士号を取得。卒業

後は、専門調査員という肩書きで赴任した在サンフランシスコ日本国総領事館で､日本政府が実施する日

米交流プログラムや国費留学事業に携わることとなり､三年間の実務経験を経て外務省に入省しました。

以降､ 本省( 東京霞が関) や外務省研修所(神奈川県相模原市) の他､ダッカ(バングラデシュ)にある日

本国大使館､アトランタ(米国)、カルガリー(カナダ) の日本国総領事館にそれぞれ勤務し､ アトランタとカ

ルガリーには、単身で男児二人を帯同するなど､海外における育児と仕事の掛け持ち業も経験しました。

平成二十八年、再び外務本省に戻り､現在は大臣官房人物交流室という部署で主にオリンピック･パラ

リンピックに伴う総務を担当しています。

この交流では､外務省員としての見解ではなく、一個人としてのメッセージを伝えさせていただきますね。

倉 田　ゆきみ

Fアナウンサーなんて､若くて可愛い人が三十歳くらいまでするもの｣

皆さんの中にはそんな風にアナウンサーというものを捉えている人がいるかもしれません。

でも、私が働いているＭＢＳ(ＴＢＳの系列) では､そんなことはないのです。

ＭＢＳの女性アナウンサーは、結婚して出産してもまた職場に戻ってくる人がほとんどです。

テレビの番組があり､そしてラジオ番組もある。これをラ･テ兼営局というのですが､だからこそ

仕事がメチャクチャたくさんある!

私も中一と小三の二人の男の子を育てながらアナウンサーを続けています。

アナウンサーでなくても、放送局に興味がある人もいると思います。私で答えられることならな

んでも答えますので､皆さんからの質問､お待ちしていますね。

華やかに見える放送業界ですが､大変なこともたくさんありますから!

それでは今回はこの辺で。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 武 川　 智 美

12第139 周年 甲府中 学･ 甲 府 ―高同 窓 会記 念誌
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私は昭和六十二年に一高を卒業して、ちょうど

五十歳になる安出卓司といいます。きっと､皆さん

のお父さん世代でしょうか。私は医師として少し

変わった経歴なので、あまり参考になりませんが、

宜しかったら読んでみて下さい。

私は、諏訪湖畔にある諏訪赤十字病院の､ 神経

内科および 脳卒中センターで働いています。神経

内科は､精神科と混同されることが多いのですが、

神経の内科であり､ 最近は脳神経内科とも呼ばれ

ています。診療範囲は、脳梗塞や脳出血などの脳卒中､認知症､筋萎縮性側索硬化症やパーキンソン病な

どの神経難病、末梢神経障害､てんかんなど多岐に及びます。

さて､私はどうして医師になろうと思ったのでしょうか？

高校の頃は､医療にも興味がなく､落ちこぼれでした。高三の夏頃から勉強を開始して､国立大学の工

学部では日本最北端の北見工業大学に入学しました。

大学四年生になると､上下水道研究室に入り､学ぶことの面白さに気付きました。浄水場で水道水を

作るときに､砂でろ過する過程があるのですが､私の担当は､その砂粒を電子顕微鏡で観察する事でし

た。研究し始めると､大学四年の一年間では足りず､大学院の修士課程に進学しました。

その当時の電子顕微鏡に関する研究報告は医学系に関連するものが多く､医学系文献に掲載されて

いる素晴らしい電子顕微鏡の写真を眺めながら、徐々に医学系の研究をしたいと考えていました。とう

とう、修士課程の二年生のときに､研究するなら医師免許を取得して､医学系の研究職につきたいと考え

て､医学部を受験しました。

医学部受験は想像以上に難しく、浪人もしましたが､またしても国立大学の医学部では日本最北端の

旭川医科大へ入学しました。未解明の領域が多い脳神経の分野はとても魅力的で､在学中に父が脳梗塞

になったのを契機に､研究職ではなく脳卒中診療を行う神経内科医を選択して､現在に至っています。

私の経歴は､こんな感じですが､在校生の皆様からコメントをお待ちしています。

安 出　 卓 司

…
…… : l : : ･ ? t i i :

‘ i ･ ･ : : = ･ ! : , l l i . . : : , . l : ･ . i : ･ , ･ ･ l q i ･ i f ; S ･ l i
一
心 = 1 , t = ! . . ･ , E a s - - ･ l ～ 9 , ¬ ･ .

乙 i ' I ･ = ･ i ? ･ = ｀ t ･ ' ･ ¬ ' ･ ･ － ← - ヽ , ･
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甲府一高のみなさん､元気に楽しく学校生活を送っていますか？

私は昭和六十二年に一高を卒業しました､武川智美といいます。皆さんの

お母さんくらいの歳になってしまいましたが､もう三十年以上も前のことに

なる一高時代を思い出しながら皆さんと交歓できたら、と思っています。

大学は東京の立教大学に行き､就職で関西に引っ越しました。友だちも

親戚も､知り合いなど一人もいない関西によく飛び込めたな､ と今になっ

て思います。

なぜ､ 縁もゆかりもない関西に行くことができたのか。

それは､アナウンサーとして働きたかったからなのです。もちろん東京

の放送局だったらもっと良かったのですが､残念ながら東京では内定をも

らうことができず､関西へ‥･。

今は大阪にある､ＭＢＳ(毎日放送)でアナウンサーとして働いています。

日々､テレビやラジオでニュースを伝え､タレントさんと番組をし、後輩の指導や育成まで。しかも週に一

日、大学で非常勤講師としてメディア論を教えるという毎日です。
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一 いろいろ教えてください丿

2Q2Q
ここからは、一高生のみなさんにも登場してもらいます。

､ﾑ 緬 、｡ごヽ 、ｊ
…
……:ス ……==

……?

外国の方とお話しをするための上達法を教えてください。

倉田

Jjg 々 。

ふ 旨

ｄ

燭 あ

ｒy

ヽ

゛゙ ｷﾋﾞ･ｉｒ ヽ ／

゛`翫~ ～

北米人と日本人の会話スタイルは､ テニス対ボウリングに例えられることがあります。北米の対話は､サーブ

で打ち込まれた球が往来する､つまり､一人が掲げた話題に対し､相手は自らの考えを述べ､話題提供者はさらに

自分の考えを返すというスタイルであるのに対し､日本のそれは､ボウリングレーンに投げ込まれた球の行方を

皆で見守る､つまり､一人が掲げた話題に関し相手が感想を述べるというものです。このように､北米では､たと

え反対意見であろうと話題が逸れようと､自分自身の考えを論理的に返すことが会話を維持する秘訣ととらえ

られていますので参考にしてみてください。

現在の高校生に留学を薦めるとしたら、どんな点を薦めてくださいますか。

倉田

“St ｅｐ ｏｕt of ｙｏｕｒ ｃｏｍｆｏｒt ｚｏｎｅ”という表現がありますが､ 感受 性の強い 時期にある皆さんが､ 居 心地

のよい環 境からあえて離れ､ 日 本にい たら遭 遇し得なかった困難や苦労を経 験することは､ 人 間 として成長でき

る絶好 のチャンスとなります。

また､｢ 視 野が広 がる｣ とよく言い ますが､ 私 はこれを価値観や 思考が国境 を越えることと解しており､ 言 葉や

文化の異なる人達 と喜怒哀 楽を分かち合ったり､ 外 国語で のコミュニケーションカを高めたりする経験 は､ 物 事

の見方を変え､ 自 信の獲得 にもつながります。米国留 学以 降､ 私 にとってアメリカは外国 ではなく第二 の故郷と

なっています。

外 務 省
の

仕 事
の

魅 力 を 教 え
て く

だ さ
い

．

■　 ■　 ■　 ■ ■　 ■■
■■■ ■ ■　　 ■■ ■　 ■ ■　　　　　　　 』 ･ : . 1 . ･ ･ ･ ･’ : - . ･ . . . ･ . , - - ･ ﾍ ﾍ゚ ﾟ ｰ , 4 ･ - ･ J ･ : - . ･ , ･ - - ･ ･ . ･ 四 . ― ･ I ･ ･

倉田

なんと言っても､在外公館という海外の第一線で､外国生活を体験しながら対日理解の促進に関われることだ

と思います。業務が時事に連動していることも面白みの一つです。また､様々な国で仕事や余暇を通じ､生涯を通

して交流し励まし合える友人にも出会えます。

これまでをふりかえり、何か後悔していることはありますか。

倉田

私は､“やらずに後悔するよりやって後悔した方がいい”と思うタイプですので､｢あの時これをやっておけば

良かった｣と後悔することはほとんどありません。一方､行動を起こしたものの思い描いたとおりに行かなかった

経験はありますが､振り返って見ると､それらは全て自分の糧になっており､今の自分に行き着くための必要不

可欠な道だったと思っています。

2 ……遍りi)j鮑畔 白 和 ９ い．

倉田

まずは､興味のあること､自分がワクワクできることを追求するのが第一歩だと思います。どんなに小さなこと

でも構わないので､それをとことんやってみる､これについては周囲の誰よりも知っている､といういわば｢プロ

意識｣で取り組んでみてください。皆さんの中には、早いうちから特定の職業を目指す人もいれば､将来進むべき

道がわからない人もいるでしょう。私は後者でした。しかしながら､目の前の好きなことに懸命に取り組んできた

結果､良い出会いに恵まれたり、先人のアドバイスを得たりしながら現在の道に導かれるに至りました。ですか

ら､周りと比較して不安にならなくてもいい。私は導かれる人生というのもあってもよいと思っています。

第139 周年 甲府中 学･ 甲 府－ 高同 窓会 記 念詰 14
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医師になって良かったこと、逆に辛かったことは何ですか。

安出

μ． ’ ･

ｙ

斗 メ

'千 ～μ｀ が
蝉

とても本質的な質問をいただきました。私は勤務医なので､看護師やリハビリスタッフなど多くの職種と医

療チームを組織しています。その医療チームで､患者様やご家族に対して肉体的な病気だけではなく､不安や

悩みなどの精神的なケアもしていきます。このような人生にとっての最重要事項に関わる仕事に強いやりが

いを感じています。そして､患者様やご家族から感謝いただいたときに､医師になって良かったと心から思い

ます。しかし､現在の私の勤務環境では､当直は月に六回を超えています。医師の当直とは､朝七時からの通常

勤務後に､当直入りして､当直明けも夜七時頃まで通常勤務をしますので､約三十六時間連続勤務となりま

す。今､話題の働き方改革でも医師は例外となっており､肉体的には厳しい労働環境は不変です。実際には､や

りがいと厳しい労働環境のバランスが難しいのが､医師の現状です。

研究することの楽しさを教えてください。

安出

とても難しい質問もいただきました。結論から申し上げると､私は研究することが｢楽しい｣ と思える境地に

至ることが出来ませんでした。皆様へのメッセージに｢～研究室に入り､学ぶことの面白さに気付きました｣と

記載しているので､｢ 研究することが楽しい｣との誤解を与えてしまったかもしれません。申し訳ありませんで

した。｢学ぶ｣とは知識を自らに吸収することであり、｢研究｣とは物事を学問的に深く考え､調べ､明らかにす

ることです。つまり､学ぶとは自己満足でも良いのですが､研究にはノイエス(新規性)と言われる新しく何ら

かの発見をする事が求められるのです。例えるなら､真っ暗闇の洞窟を手探りで､出口を探すような感じで

す。すぐに見つかることもあるかもしれませんが､多くはいつまでも見つからず､出口かと思った微かな光も

穴が小さすぎて出口にはなり得ないのです。そういう訳で､私は研究を楽しいと思う事が出来る人を､羨まし

く思い､ そして尊敬している次第です。

浪人してでも医師になりたかったのはどうしてですか。

安出

これも難しい質問ですが､逆に私からすると､どうして､浪人することが嫌で医師やその他の将来の夢を諦

めるのでしょうか？と感じてしまいます。私は､工学部の大学院を卒業してから､医学部入試で浪人してしま

い､ 厳しいプレッシャーの中で猛勉強しました。その時の体験はとても貴重であり､人生の大切な財産となっ

ています。ちなみに､私の母校である旭川医科大は国立大学で地方にあり､学費･生活費など経済的負担が少

ないので､私以外にも｢既卒｣と呼ばれる他大学を卒業してから医学部に再受験した医学生が多くいました。

私の学年では､約二割弱が既卒でした。他大学を卒業してからも医師への夢を捨てきれず､再受験するパター

ンもあるので､浪人なんて人生の中ではごく短期間なので､初志貫徹は大切なのではないでしょうか。

2
………こ…
……

……
竺
亘 戸 戸

尹 ｌヽ 一晦－
ｋ 戸 聾 淋j ………

……:jl
安出

非常に厳しく大切な質問もいただきました。先程の回答とも重複しますが､｢高校生の時にもっと勉強して

おけば良かった｣と強く後悔しています。私の高校時代は､勉強含め何をしたらいいか目標が定まらず､思春

期特有なのでしょうか､エネルギーだけが暴発するような感じでした。私が高校時代にタイムスリップした

ら､勉強しまくると思います。しかし､それは五十歳のおじさんだからこそ､勉強することの大切さを感じるこ

とが出来るのだと思います。もし､ 私か高校生の皆様に｢勉強することの大切さ｣を上手に伝えることが出来

るなら､素敵な高校教師なれるかもしれませんね。しかし､それはとても難しく､多くの先生方が試みているこ

とですが､達成は困難です。このテーマはとても重要であり､この紙上討論のメインテーマな感じがします。

第139 周年 甲府中学･甲府－高同窓会記念誌
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，ここ

武川

小さいころからおしゃべりで、滑舌も良く､音読も好きでした。学芸会では役をもらうより卜書き

を読む方が好きで､いつもナレーション担当でした。アナウンサーとして入社後､半年間､みっちり

プロのアナウンサーとしての研修があります。そこで基礎を学びました。

16

東京で内定がもらえなかったとき、関西へ行くことにすぐ気持ちを切り替えられたのは

どうしてですか。

武川

アナウンサーの倍率ってやっぱりすごいんです。何千人が受けて内定をもらえるのは一人か二

人。あまり小さな地方局だと番組の自社制作率も落ちてしまい面白くないかもしれないけれど､関

西は東京キー局と比べても遜色がなかったので､アナウンサーとしてやっていくのは大阪まで。大

阪でもなれなかったら､諦めていたと思います。大阪への切り替えは､やっぱりどうしてもアナウン

サーになりたかったからですね。

Q ＜ ……よ ぷ ぷ 謡 之 扁 函 玉 石 扉 石 心 ………………………………jjjjjjj
万

-say-四a-･･･―･･.･･四 〃w〃WW 舛･¶4-S･･･=.y･･●･･=,?･ﾓiJx,-･･I･〃 〃　. …………

武川

｢やらない後悔はしない｣と決めて生きてきたので､基本的に後悔はありません。大学時代にもっ

とまじめに勉強しておけば良かったとはちょっと思いますが。

l

ここﾆ

……

…

ヴ ｙ 尹ﾂ
亙
と
白 契 二：

武川

私には息子が二人いますが､｢ 自分がトコトン好きだと思うことを見つけ､ それを全うしなさい｣

と言っています。どこに就職するかではありません。何がやりたくてその職業に就くか､です。好き

なことなら大抵のことは乗り越えられます。そのためにも､今は視野を広げ､いろんなことを経験し

てください。

特 集

誌上交流｢夢と向き合う｣
甲府―高一年生 × 昭和六十二年卒 第139 周年 甲府中学･甲府―高同窓会記念誌



＼ 質問にお笞えいただき、ありがとうございました丿

2Q2Q
メッセンジャーからのアドバイスを受け、一年生のみなさんから

感想が届きました。自分の夢と真摯に向き合っている姿が伝わってきました。

それでは、その一部を紹介します。

議の森ごが大き《 変化レド｡ノたＯ

外

国
の
人

と
の
会

話

を
、
テ
ニ

ス
対

ボ

ウ
リ

ン

グ
と

例

え
て

い
て

非

常

に
面

白

い
と

思
い
ま
し

た
。
日

本
の
人

は
な

か
な

か

自

分

が

思

っ
て

い

た
と

し
て

も
口

に

出
せ

な
い

と
き
の
方

が

多
い
で
す

。
こ

れ

か

ら
は
、
日

本
に

も
東
京

オ
リ

ン
ピ
ッ

ク

で

外

国

か
ら

た
く

さ

ん
の

観

光

客
の
人

が

訪

れ
ま
す
。
こ
の
貴

重
な
機

会

を
の
が

さ
ず

に
い

ろ

い
ろ

な
国

の
人

と
会

話

を

し

て
、
考

え
て
い

る
こ

と
の
違

い
な

ど
を

理

解
す

る
こ

と

に
よ

っ
て

自

分

の

考
え

方
を

豊

か

に
で

き

る
と

思

う
の
で

英

語

を
上

達
さ
せ
た
い

と
思
い
ま
し

た
。

二
組
　

大
柴

啓
輔

語
学

習
得
は

、
や
は
り

そ
の

生
活

環

境

に

身

を
置

く
こ

と

が

近

道

だ

と
い

う
こ

と
を
改

め
て

理
解
し

ま
し

た
。
そ

し
て

、
同

時

に
母
国

語
の
大

切

さ
も
改

め
て

実
感
し

ま
し

た
。
確

か
に
日

本

人

は

自

分

の
意

見

を

あ
ま

り

言

わ
ず

相

手

に

合

わ

せ

よ

う

と

す

る

こ

と

が

多
々

あ
る
と
思

い
ま
す

。
外

務

省
で
働

く
こ

と

は

、
人

と

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ
ョ
ン

が

一
番

だ

と

い

う
こ

と

も
学

び

ま
し

た

。
コ

ミ
ュ
ニ

ケ

ー
シ
ョ
ン
は

誰
に
と

っ
て

も
大

事
な

の
で
、
自
分

も

磨
い
て

い
こ

う
と

思
い

ま
し
た

。
自
分

も
相

手

の

意

見

に
の

る

だ

け
で

は

な

く
、
し

っ
か

り
自

分

の
意

見
を

も
っ
て

い
こ

う
と
思

い
ま
し
た

。

二

組
　
雨
宮

脩
斗

三
人

の
先

輩
方

の
「
や

ら
ず
に

後

悔
す

る
よ
り
や

っ
て

後
悔

す
る
方
が

良
い
」
と
い
う

考
え

方
に

と
て
も

感

銘

を

受

け

ま
し

た

。
ま

た

、
将

来

の

こ

と
が
モ

ヤ
モ
ヤ

と
し
て

い
る
自

分

に
と

っ
て

周

り
が

夢
に

向

か
っ
て
一

生

懸

命

努

力

し

て

い

る

姿

に

、
正

直

、
不

安

と

焦

り

が

あ

り

ま
し

た
。

し
か
し

、
先
輩

方
が

、
「
ま
だ

ま
だ
こ

れ

か

ら
。
」
と

言
っ
て

く

だ

さ

る
の

が
、
と
て
も

心
強
か
っ
た
で

す
。
そ
し

て

、
自

分

で

自
分

を
コ

ン

ト
ロ

ー
ル

す

る
こ

と

も
、
も
の
す

ご

く

重
要

だ

と

感

じ
ま

し
た

。
今

の

自
分

を

変
え

さ
せ

て

く

れ

る
魔

法

の

言

葉

を

沢

山

あ
り
が

と
う
ご

ざ
い
ま
し
た

。

五
組
　

石
原
　

湧

私

の

将

来

の

夢

は

、
外

交

官

に

な

り

、
世
界

の
平

和
の
た

め
に
尽
く

す
こ

と
で

す

。
小

学

四

年

生

の

時

に
杉

原

千

畝

さ

ん

の

伝

記

を

読

み

、
彼

に

憧

れ
て

外

交

官

に
な

り
た

い

と
思

い
始

め

ま
し

た

。
外

交

官

に

な

る
た

め

に

は
、
語
学

力
や
コ

ミ
ュ
ニ

ケ

ー
シ
ョ
ン

能

力
な
ど

、
ま
だ
ま
だ

足
り

な
い
も
の

が

多
す

ぎ
る
私
で
す

が
、
こ
の
度

の
先

輩

か

ら
の

助

言

を
糧

に
し

て

憧

れ
の

夢

に

向

か
っ
て

こ

れ
か

ら

も

努
力

し

て
い
こ

う
と
考
え
て

い
ま
す
。

六
組
　

高
野

洸
暉

ク Ｕ挑 戦し 続けていさ了こい 乙無､。。､、

私

は

進

路

に
つ
い

て

悩

ん
で

い
ま

し

た

。
父

に
は

「

好

き

な

こ

と

を

や

れ
」
と

言

わ
れ
て
い
た

の
で
、
自

分

の

や
り

た

い
こ

と

を
や

ろ
う

と

思
っ

て

い
る
反
面

、
そ
れ
に
挑

戦
す

る
の
が
少

し

不

安

で

、
な

か

な

か

結

論

を
出

せ

ず
に
い
ま
し

た
。
倉
田

さ
ん
の

返
信

の

最

後

に
は
「

自

分

が
ワ

ク
ワ

ク
で

き

る
こ

と

を

追

求

す

る

の
が

第

一
歩

」

と

書
い
て

あ
り
ま
し

た

。
こ

の
一
文

を

読

ん
で

改

め

て
自

分

の
し

た

い
こ

と

は
何

だ
ろ
う

と
考
え

ま
し
た

。
や

り
た

く

な

い
こ

と

を

ず

っ
と

や
っ

て
い

て

も
楽
し

く

な

い
。
だ

っ
た

ら
、
自

分

が

本

当

に

や

り
た

い
こ

と

を

や

っ
て

み

よ

う
と
思
い

ま
す
。
一
組
　

稲
毛

千
夏

私
と
意
見
を
交
換
し
て
い
た
だ

い
た
倉
田
ゆ
き
み
さ
ん
は
、
と
て
も

す
ご
い
方
な
の
だ
と
肌
で
感
じ
ま

し
た
。
そ
れ
は
た
だ
す
ご
い
の
で
は

な
く
、
努
力
の
天
才
で
も
あ
る
方
と

い
う
こ
と
で
す
。
「
や
ら
ず
に
後
悔

す
る
よ
り
や
っ
て
後
悔
し
た
方
が

良
い
」
と
い
う
言
葉
を
私
は
、
す
ば

ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
倉
田
さ
ん

は
後
悔
し
て
も
、
ま
ず
や
っ
て
み
る

と
い
う
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
い

ま
す
。
私
も
そ
の
よ
う
な
強
い
気
持

ち
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
挑
戦
し
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

七
組
　
山
下

勇
樹
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私

が

小

さ

い
頃

か
ら

描

い
て

い

た
「
夢
」
は
、
外
交

官

に
な
り

世

界

で
活

躍
す

る
こ
と
で

し
た

。
英

語
を

話

す
こ

と
が

好

き
、
外
国

の
文
化

に

触

れ
る
こ
と

が
好

き
。
外

交

官
に
つ

い
て

多
く

を
知

ら
な

か
っ
た
私

は
、

こ

の
思

い

だ

け

で
将

来

就

き
た

い

仕

事

と

し

て

い

ま

し

た

。
し

か

し

今

、
私

の

胸
に
は
「

迷

い
」
と
「

諦

め

」

が

湧

き

上

が

っ
て

い

ま

す

。

「

こ
の

仕

事
は

た
だ

好

き
だ

か

ら

で

き

る
よ

う

な

簡

単

な

も

の
じ

ゃ

な

い
。
後

悔

す

る

前
に

、
も
っ
と

現

実

的

な

夢

に

変

え

る

べ
き

じ

ゃ
な

い
の

か
。
」
と
何

度

か
自

分
に

問
い

か

け
た
こ

と
も

あ
り

ま
す
。
そ
ん
な

私

に
と
っ
て
今

回
の

交
流

は
、
進

路

選

択

に

役

に
立

つ

良

い
機

会

だ

と

思

い
ま
し
た
。

七
組
　

遠
藤

美
湖

私

自

身
、
外
交

官

と
い

う
職

業

に

就

き

た

い
と

思

っ
て

い
ま

す

。
そ

の

一
方
で

、
語

学

力
に

つ

い
て

不

安

な

部

分

が

多

々

あ
り

ま

す

。
三

月

に

オ

ー
ス

ト
ラ
リ

ア
研

修
に
参

加
を

し

ま
し

た

。
留

学

を
し

て

自
分

自

身

を

成

長

さ
せ

ら

れ
た

と

思
い

ま

す
。
初

め
て
の
人

と

話
す
の
が

苦
手

な
自

分

か

ら

、
帰

国

時

は

、
積

極

的

に

話

せ

る
人

に

変
化
し

て
帰

っ
て
く

る
こ

と

が
で

き
ま
し

た
。
今

回
、
こ
の
よ

う
な

貴

重

な

体
験

の

お
か

げ
で

、
私

の

心

が
大

き
く

変
化
し

ま
し
た
。

六
組
　
横
渾

拓
海

い
ろ
い

ろ
な
質

問
に

答
え
て

く
だ

さ
り

あ
り

が

と

う
ご

ざ

い
ま

し

た

。

心
の
こ

も
っ
た
回

答
で

心
に
残

り
ま

し

た

。
以

前

ま
で

は

浪
人

し

な

い
よ

う
に
現

役
で

行
け

る
と
こ

ろ
に
い
き

た
い
と
思

っ
て
い
ま
し

た

。
し

か
し

、

自
分
の

夢
が

あ
る
の
に
そ
こ
で

諦

め

る
の
は

、
な
ん

て
人

生

を

無

駄

に
し

て

い
る
ん
だ

と

思
う
こ

と
が
で

き
ま

し

た

。
人

生

一
度

き
り

な

の
で

大

人

に
な
っ
た
と

き

後
悔
し

な
い

よ
う

に

自
分
の

夢
を

叶
え

る
た
め
に
逃

げ
ず

に
勉
強
し

て
い
き
た
い
で

す
。

四
組
　

野
中

華
鈴

私

は

小

学

四

年

生

の
頃

か

ら

、

ず

っ
と

ド
ラ

マ

や

実

際

に

私

が

出

会
っ
た
医

師

や
看
護

師
に

憧
れ

、
今

は

看

護

師

に

な

り

た

い

と

強

く

思
っ
て
い

ま
す

。
患

者
さ
ん

の
体

を

病
気

か
ら

回
復

さ
せ
た
り

、
心
の

悩

み
も
解

決
し

た
り
し

て
、
患
者

さ
ん

や
家

族

か
ら

感

謝

さ

れ

る
仕

事

と

聞

く
と

、
本

当

に

い
い

職

業

で
、
や

り

が
い

が

大

き

そ

う
で

と

て

も

憧

れ

ま

す

が

、
連

続

三

十

六

時

間

勤

務

、
と

聞

い
て

驚

き

ま
し

た

。
そ

れ

と
同

時
に
、
勤

務
の
大

変

さ
や
責

任

の
大

き
さ
な

ど
を

感
じ

ま
し
た

。
よ

り
一
層
、
看

護

師
に

な
っ
て

患
者

さ

ん
の
一
番

近

く
で

、
心
身

両

方
を

サ

ポ

ー
ト

で

き

る
立

派

な

仕

事

を
し

た
い
と
思

い
ま
し
た
。

四

組
　
小
串
　

優

今

ま

で

私

は
浪

人

に
よ

い

イ

メ

ー
ジ

が

あ
り

ま

せ

ん

で

し
た

。
浪
人

す

る
こ

と
で
自

分

と

同

じ

年

の

人

が

先

輩

に

な
っ
た

り
、
年
下

の
人

と
同

じ

学

年
に

な
っ
た
り
し

て
、
劣

等

感

を

抱

い

て
し

ま

う
の

で

は

な

い
か
と

思
っ
て
い

ま
し

た
。

し

か
し

、
「
浪
人

す

る
の
が

嫌

で

将

来

の

夢

を

諦

め

る
の

で

し

ょ

う

か
」

安

出

先

輩

の

こ

の

お

言

葉

が

胸

に

刺

さ
り

ま

し

た
。
確
か

に
浪
人

し
て

も
将

来

の

夢

は

諦

め

た

く

な
い

で

す

。
だ

か

ら
、
二

年

後
に

後

悔

し

な

い
よ

う
努

力

し

続

け

た

い
で

す
。
私
は
「
勉

強
す

る
こ

と

の

大

切

さ
」
と

い

う

こ

と

は

伝

え

て

も

ら

う

の
で

は

な

く

、
自
分

で
学

ぶ
も
の

な
の
で

は

な
い
か
と

思
い
ま

す
。
中

学

生

の
時
は

将
来

の
夢
が

な
く
、

ど

こ

の

高

校

に

行

き

た
い

と

い

う

気

持

ち

も

あ
り

ま

せ

ん

で
し

た

。
そ
ん

な

中
、
入

試

本

番

を

迎

え

、
散

々

な

結

果

と

な

っ
て
し

ま

い
ま
し

た
。
自

宅

で

解

答

速

報

を
見

な
が

ら

悔

し

く

て

泣

い

た
こ

と

を

今

で

も

鮮
明

に
覚
え

て
い
ま
す

。
私

は

こ

の

経

験
（

挫

折

）
か

ら

「
大

切

さ
」
を
学
び

ま
し
た
。

一
組
　
末
武

輝
己

三

人

の
卒

業

生

の
返

答

を

読
み

、

「
こ

れ
だ
Ｉ
・
」
と
い

う
目

標

は

高
校

時

代

に

は

持

っ
て

い
な

か

っ
た

が

、

自

分
の

や

る
べ
き
と

思
っ
た
こ

と
は

一
心
に

努
力

さ

れ
て
き

た
の
だ

と

い

う

印

象

を

持
ち

ま
し

た

。
私

は
中

学

時

代

か
ら
教

師

に
な
り
た

い
と
い

う

夢

を

掲
げ
て

い
ま
す

。
た
だ

、
一
概

に

こ

の
仕

事

が

良

く
、
こ

の

仕

事
が

悪

い

な
ど
と

決

め
つ
け

ら
れ
な

い
と

は

思

い
ま
す

。
で

す
が
、
ど

れ
だ

け
光
栄

で

大
切

な
仕

事
で

も
自

ら
の

良

さ
と

熱

意

を
仕

事
に

向
け
て
な

い
人
に

は

尊

敬

と
い
う

思
い
は

生
ま

れ
な
い

と

思

い
ま
し
た

。

五
組
　

中
野

朝
陽

「

経

験

者

は

語

る
。
」
と

言

い
ま

す

が

、
先

輩

方

の

言

葉
に

は

重

み
が

あ
り

、
今

の

私

た

ち

に
は

と

て

も
響

い

て

く

る
気

が
し

ま
す

。
先

輩

方

三

人

が

三
人

と

も

書
い
た
「

も
っ
と
勉

強

し

て

お
け

ば

よ

か

っ
た

。
」
と

い

う
忠

告

と

も

い
え

る

後

悔

か
ら

、
勉

強

に
励

ま

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
の
だ

と

実

感
し

ま
し

た

。
し

か
し

、
そ
の
先

に

は
叶

え

た
い
夢

だ
っ
た

り
や
り

甲

斐

の

あ
る

仕

事
だ

っ
た

り
、
楽
し

い

こ

と
ば

か
り

で
は

な
い
と

思

い
ま
す

が

、
人

生

を
よ

り

豊

か
に

充

実

さ
せ

る
こ

と

が

で

き

る

の

か

も

知

れ

な

い

、
と
い

う

一
緩
の

目

的

が

見

え

た

ア

ド
バ
イ
ス
で

も
あ
り
ま
し

た
。

三
組
　
飯
野

理
奈
子

毫 法 の 言 葉 を

ｼﾞ::………･=I LI｡｣｡あ りｶ:j ……:j･･･

ﾀﾞﾉﾆ丿
…
……

Yよしﾉな
憚

にヽ

諮
づ
　
一

「

自

分

の

好

き

な

も
の

っ
て

結

局

な

ん

な

の
だ

ろ
う

」
武
川

さ

ん
の

回

答
を

拝

見

し

て

思

っ

た
こ

と
で
す

。
そ
の
中

で

も
や
は

り

、
「

好

き

だ

と

思

う

こ

と

」

「

何

が

や

り

た

く
て

そ

の

職

業

に

就

く

か
」
な

ど

の

言

葉

が

僕

自

身
に

響
き
ま
し

た

。
僕
に

と
っ

て
「

好

き

な

こ

と

」
と

い

う

も

の
は
「

得
意

な
も
の
」
と
一
致
し

て

い
ま

す

。
し

か

し

、
何

を

も

っ

て

得

意

と

す

る

か

が

僕

は

分

か
っ
て
い

ま
せ
ん

。
周

り
の
人

よ

り
で

き
る
く

ら
い
か
、
実

績

を
残

せ

る
く

ら

い

な
ど

加

減

が

分

か

ら

ず
、
自

信
に

も
つ
な

が
っ
て
い

な
い
の

で
す
。
今
は

ま
だ

見
つ
か

ら
な

い
も
の
が

多
い

で
す
が

、
何

も
し

な
い

の

も
余

計

行

き

詰

ま

る
だ

け
。
「
や
ら

な
い

後
悔

は
し

な

い

」

と

い

う

言

葉

を

胸

に

、

日

々

模
索
し

て
い
き
た
い
で

す
。

三
組
　

堀
内

省
吾
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｢夢と向き合う｣ために

三ヶ月間に及ぶやりとりも、いよいよ最後となりました。

今回の誌上交流により、後輩たちが抱いている夢を　　　如
μ:ぶjぶ

少しでも現実に近づけてあげたいと考えていますj
乱7･“‘ｊβ1841

。　　　 こ△ダ ’

それでは最後に、一高生のみなさんに、メッセージをお願いしますi

安 出　卓 司

多くの在校生の皆様からお返事をいただき、とても感 慨深く拝読させていただきました。本当にありがと

うございました。

これから、「なぜ勉強が大切か? 」という、少し面倒くさい話をします。

ずばり、私からの皆様へ最後のメッセージは「旬を大切に生きて下さい」という事です。

私の考える「高校生の旬」は､ やはり、勉強だと思います。なぜ「勉強が旬」なのでしょうか? 今回は、生物

学的な観点と、忍耐力の指標という視点からお話しします。

まず、生物学的な観点からです。当たり前ですが､ 若いほど記憶・学習力が優れています。脳神経細胞は

生まれてから増えることはなく、毎日約十万個のペースで神経細胞が脱落し、減り続けていきます。体の殆ど

の細胞は、細胞分裂をして増殖･ 修復することが出来ます。例えば､ 膝を擦りむいても、一週間後には治って

いますね。しかし、脳や脊髄の神経細胞と心臓 の筋肉だけは、細胞分裂をして増えることは出来ないので

す。どうして、脳神経細胞は減るだけで増えない のでしょうか？記憶や思考とは､ 神経 細胞間のネヅトワーク

であるシナプスという回路によって成 立しています。もし､ 神経細胞が増えてしまったら、神経細胞間のネッ

トワークが混線してしまい､ 今までの記憶が変わってしまうのです。ですから、記憶が混乱するより、脳神経

細胞とネットワークが減って､い わゆる「忘れる」ことの方がまだマシなのです。

減り続ける神経細胞に対して､ 神経細胞間のネットワークであるシナプ スという回路は、生まれてからクン

ダン成長します。しかし、四歳ごろをピークに十代後半で成長は殆ど止まってしまいます。興味深い 事に、脳

神経細胞の成長でも「旬」が異なっています。成長が止まる順番は､ 視覚→聴覚→体の感覚→運動能力→言

語→判断力なのです。このように回路の形成･ 成長が行われると同時に、必要の無い回路の刈り込みも激し

く行われます。一年に0.7 ％の割合で回路が減少し、二十代始めには刈り込みが終了します。みなさんの年齢

だと､ 言語と判断力の成長が終了すると同時に､ 使わない回路は激しく刈り込まれている時期なのです。です

から、一刻も早く勉強しておくべきなのです!

次に忍耐力の指標という視点から、「勉強」についてお話しします。勉強という言葉ですが、「勉める」とは

無理に力を出して励む事であり、この勉めを、「強いる」行動が「勉強」という意味なのです。つまり、勉強と

は、上記のように、元々は、気が進まないことを仕方なくするという意味だったようです。言い 換えると、「勉

強」とは「忍耐力の指標」なのです。

将来、みなさんが社会人として働くときには､ 何が求められるでしょう？社会人としてお金を稼ぐ､つまり報

酬をもらうようなると、我慢してする仕事が殆どです。そのために、集団社会では我慢して仕事をやり抜く能

力、つまり忍耐力が求められます。

「忍耐力の指 標」となる学力は、どの時点の学力なのでしょうか？もうお分かりだと思いますが、受験者の

試験範囲がほぼ同一である「大学入試の学力が忍耐力の指標」として利用されているのです。大学以降に学

ぶ内容は､ 各大学･ 各学部で異なり、細分化された多様で実用的な知識であり、忍耐力の指標にはなり得な

いのです。ですから、大学入試直前の高校時代にする勉強は最も効率的なのです。

まとめると、コストパフォーマンス最強の勉強時期は、高校時代なので、私の考える「高 校生の旬」は、
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やはり勉強だと思います。でも、高校時代は楽しい事が沢山ありますね（笑）。皆さんの考える「高校生

の旬」はなんでしょうか?

最後に、高校時代はとても素敵な時期ですが、あまりにも短すぎます。ですから、今しかできない「旬」

について､ 考えてみて下さい。そして、高校時代だけでなく、長い人生でも「旬を大切に生きて下さい」!!　

それでは､ 皆様の高校時代が、素敵な思い出になりますようにお祈り申し上げます。

yl
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この度は誠意あふれるフィードバックをどうもありがとう。皆さんが自分の将来と真摯に向き合っている様子

に感銘を受けました。

最後に三点お伝えします。

一

一

一

一

一

一

海外留学に関心のある皆さん、国際的な職業を目指している皆さんは、今後、日本とは異なる様々な常識

や価値観に触れる場面に多々遭遇することでしょう。その中で自分を見失うことなく協調していくために

は、自らの価値観をしっかりと持つことが大切です。ｲ西値観の形成には様々な経験の積み重ねが不可欠で

すので、知的好 奇心を満たせそうな事柄には臆せず挑戦し、実体験に基づいた価値観を養ってください。

また、何かに挑戦する際､ 時間やお金の無駄になってしまったら‥ とか、失敗したら‥ などと不安になる

ことがあるかもしれません。しかしながら、全力投球の結果､ これは自分に合わないと思ったとしても､ そ

れは失敗や無駄なのではなくラッキーなのです。何に向かないのかが判 れば､ その分､ その後の選択肢が

絞られるわけですから、将来の道に近づいたとも言えます。

さらに、皆さんと関わりの深い人生の先輩たちの声にも耳を傾けてみましょう。私自身、振り返ってみる

と、例えば親の言葉を煩わしく感じ、反発することもあった反面、自分が親となった現在､ 当時言われたこ

とをそのまま子供に言っている自分に気付くことがあります。また､ 先輩からのアドバイスを後年身を持っ

て体感することもありました。つまり、先人の言葉には経験に裏打ちされた重みがあるのです。今回私達

がやりとりしたように、今度は皆さんの周りにいらっしゃる年長のご家族や先生に、「今の職業を選んだ理

由は? 」「高校生としてやっておくべきことは? 」と問い掛けてみましょう。人生の選択をする上できっと参

考になると思いますよ。

武 川　智 美

一高の後輩のみなさま

悩める青春だなと、懐かしく一高時代を思い出しています。

数学者の新井紀子氏の著書に「ＡｌＶＳ教科書が読めない 子どもたち」というのがあります。

取り上げられたので読んだ人もいるかもしれませんね。新井氏は「読解力 の向上こそが、ＡＩ

人生を 切り抜けるカギ｣ だと書いています。発言や文章の意味を理解したり、常 識から類推したりすること

がＡＩは苦手。だからこそ物事の真意を理解し、考えたことを相手にきちんと伝えられる人が、これから必

要になっていくのです。

流されず自分の頭で考えてください。

考えて判断した自分の意見を､ 今度は周りに正確に伝えられるようになってください。

判断ができるようになるだけの経験をたくさん積んであなただけの強みを見つけてください。

どこに行くかではなく、そこで何をするかです。

今ある職業の半分近くがなくなりＡＩに取って代わられるのではないか、といわれる近い未来。人間らし

く夢を見つけ､ 与えられたことだけでなく、自らの可能性を広げるのです。

二 二二二二 二二。。－⊃:
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み
な
さ
ん
、
現
役
一
高
生
と
卒
業
生
に
よ
る

誌
上
交
流
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

「
夢
と
向
き
合
う
」
こ
と
で
生
ま
れ
た

一
体
感
と
心
地
よ
さ
。

お
返
事
を
心
待
ち
に
し
な
が
ら
、

先
輩
後
輩
の
関
係
を
越
え
た
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
と
も
に
人
生
を
歩
む
同
窓
生
と
し
て
、

励
ま
し
合
い
支
え
合
い
な
が
ら

い
つ
ま
で

も
「
夢
と
向
き
合
う
」
自
分
を

大
切
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

特 集

誌上交流｢夢と向き合 ⑤
甲府一高一年生 ×　昭租六十二年卒

哨
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三
九
年
の
伝
統

石 橋湛山

～
脈
々
と
受
け
継
が
れ
る

平
和
主
義
・
自
由
主
義
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

1884 ～1973

石
橋
湛
山
の
精
神
に
触
れ
、
現
代
の
若
者
は
何
を
感
じ
、
何
を
学
ぶ
の
か

～

第
７
回
　
石
橋
湛
山
平
和
賞

最
優
秀
作
品

山
梨
県
出
身
の
元
首
相
で
あ
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

、
そ
し
て
思
想
家
で
あ
る
石

橋
湛
山
。
甲
府
中
学
に
学
び
、
そ
の
頃
か
ら
す
で
に
「
校
友
会
雑
誌
」
で
世
相
を
論

じ
、
自
由
民
権
や
平
和
主
義
を
う
た
っ
て
い
た
湛
山
。
湛
山
と
い
う
偉
大
な
人
物
が

甲
府

二
局
出
身
で
あ
る
こ
と
は
、
我
々
の
誇
り
で
あ
る
。

「
石
橋
湛
山
平
和
賞
」
と
は
、
石
橋
湛
山
の
平
和
主
義
思
想
を
後
世
に
伝
え

る
た

め
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で

、
「
山
梨
平
和
ミ
ュ
ー

ジ
ア

ム
ー
石
橋
湛
山
記

念
館
」

（
理
事
長
・
元
甲
府
一
高
教
諭
　

石
橋
湛
山
研
究
家
　

浅
川
保
氏
）
が
主
催
し
、
今
年

で
第
７
回
を
数
え
る
。

中
高
生
の
部
は
、
湛
山
や
平
和
・
い
の
ち
の
尊
さ
な
ど
を
テ

ー
マ
に
、
論
文
や
エ
ッ

セ
ー
３
３
８
点
が
集
ま
っ
た

。
一
高
生
も
優
秀
賞
に
一
名
、
佳
作
に
一
名
、
計
二
名
入

賞
と
善
戦
す
る
中
で

、
甲
陵
中
三
年
の
幡
野
純
平
さ
ん
の
「
私
た
ち
に
託
さ
れ
た
未

来
」
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た

。
幡
野
さ
ん
は
自
国
優
先
的
な
考
え
方
が
台
頭
す
る

世
界
の
流
れ
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
な
が
ら
、
平
和
の
尊
さ
を
つ
づ
っ
た
。

受

賞

作

「
私

た

ち

に

託

さ

れ

た

未

来

」

甲
陵
中
学
校
三
年

幡
野
　
純
平

私

が

生

ま

れ

た

年

は

、

政

府

が

イ

ラ

ク

戦

争
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お
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て

現
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へ

の

陸
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衛
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私
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き
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に

育
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ほ

し

い
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」

と

の

思

い

で

名

付

け

て

く

れ

た

。
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風

な

名
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ｒ
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－
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｜
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ｒ
ｌ
　
　
　

－

。
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！
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―

だ

と

思

っ

て

い

た

が

、

そ

の

意

味

を

聞

い

て

か

ら

、

私

は

結

構

気

に

入

っ

て

い

る

。
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鐘

を
鳴

ら
す

よ
う

な
批

評
を

東

洋
経

済

新

報
社

に
掲

載
し

続
け

た

。
言

論

を
取

り

締

－
―
－
―

ｌｌ－

１
１
１
一
。
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

－
‐
―

―
－
‐‐‐
―
－

―
－
－
‐
1
1
1
1

－

ま

る

厳
し

い

時

代

に

あ
っ
て

、
と
て

も

勇

気
の

あ

る
こ

と
だ

っ

た

。
世

論
の

流

れ

で

１
１

途
中

か

ら
は

そ

れ

も
で

き
な

く

な

っ
た
が

、
彼
は

事
の

成

り

行

き

、
真

実

を
見

極

め

Ｉ
　
　
　
　

―

－
1
1
1
1

－

―
‐
‐

る
眼

を

持

っ
て

い
た

。
狭
い
日

本
の

中

だ

け

を
見

つ

め
る

の
で

は

な

く

、
大

き
な

視
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

野
で

世

界
の

中
の
日

本
と

い
う

立
場

で

物
事

を
見

渡

し
て

い
た

。
信

念
を

貫
き

通

す
１

力

強

さ
も
秘

め
て

い
た

。
彼
の
す

ば
ら

し
い

と
思
う
こ

と

の
一
つ
に
、
世
界

に
通

用

す

る

愛
国

主

義
の

理

念
「
日

本
の
国

益
を

大

切
に

す
る
以

上

、
相

手
の

国

益

も
同

じ
よ

Ｉ

‐
1
1
1
1
1
1

‐
　
　
　
1
1
1
1
1
1

う

に

大

切
に

す

る
。
そ

の
中

に
両

国

と

も
に
国

益
が

得

ら
れ

る
」
と

本

来
あ

る
べ

き

Ｉ

国

民

主

権
「
人

が
国

家

を
形

づ

く
り

国

民

と
し

て

団

結

す

る
の
は

、
人

類

と
し

て

、

―個

人

と
し
て

人

間

と
し
て

生

き

る
た

め
で

あ
る

。
決
し

て
国

民

と
し

て

生
き

る

た
め

－
1
　
　
1
1
　
　
1
1
1
1

で

も
何

で

も
な

い
。
」
と
の

考
え

方

に

あ
る
と

思

う
。
こ

の
思

想

が
、
あ
の
軍

国

主

義

‐
　
　
　
　
　
　
　

１

１
　
　
　
　

‐

―

の

時

代
に

も

っ
と
評

価

さ
れ

広

ま
っ
て
い

た

な
ら

ば
、
日

本

は

大

戦

参
戦
へ

と

突
き

Ｉ

進

む
こ

と
は

決
し

て

な
か
っ
た
だ

ろ
う

。
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１

１

‘
１

１１

‐
　
　
　
　
　
　
　
　

１

１
－

ｌ
ｌ

ｉ

今
で

も
、
世
界

中
で

紛

争
は

起

き
て

い
る

。
国

同

士
の

争

い
や
宗

教

間
で

の

争
い
・

今

、
世

の
中

は
果

た
し

て
平

和

に

向

か
っ
て

歩

ん
で

い

る
の

だ

ろ
う

か
。
日

本

は
、
私

Ｉｌ

ｌ
－

―－

Ｉ

－

Ｉ

－

―－

Ｉ

Ｉ‐‐１
１
－

１
１
‐
１

１
１
－

―
－

１
１

１
・
ｌ

ｌ
‐

も
含

め
日
本

の
人

々

は
、
あ
の

忌
ま

わ
し

い
戦

争
を
忘

れ
て

は
い

な
い
だ

ろ
う

か
。

昨
年

の
秋

、
私

は

大

学

生
の
兄

と
二

人
で

広

島

を
訪

れ

た

。
広
島

平

和
記

念
資

料

‐‐
－
1
1
1
1
1
1
1

－
1
1
1
1
1
1

館
で

様
々

な

展
示

を
見

た

。
教

科

書

や
資

料

集

で

学
び

知

っ
て

い
た

は

ず
な

の
に

、
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

－

－

１
１

－

！

現

物
の

焼
け

朽

ち
た

制

服
や

黒

焦
げ

の
弁

当

箱
な

ど
を

目
の

当

た
り

に
す

る
と
、
驚

１

１

き

以

上

に

怖
さ

を

感
じ

た

。
ま
た

、
原

爆

の
熱

戦

で

全

身
の

皮

膚

が

焼
け

た
だ

れ

炎

１の

中

を

さ
ま

よ
い

歩

く
人

形

や

、
戦

後

の

広

島
の

街
や

人

々

の

写

真
は

、
目

を

そ
む
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っ
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。
実

際
、
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は
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っ
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見
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回
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こ
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え
、
動

悸
が

速
く

な
っ
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１

１
　
　
　
　
　
　

１
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い

る
よ

う

な
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苦
し

さ
に
、
兄

を
せ

か
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て

ま
わ

っ
た
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そ
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か
ら

、
佐
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木
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子

――‐１
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Ｉ

’
1
1
1
1
1
1

さ
ん

の
折

鶴

と
そ
の

経

緯

を
学

び
、
オ
バ
マ

前
ア

メ
リ

カ

大

統
領

が

贈
っ
た

折

鶴
を

Ｉ
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

・
1
1
1
1
1
1’｜

Ｉ
Ｉ
－

―
・－
－
－

１

１
１
‐
1
1
1
1

見

学

し

た

。
外

に

出
て

大

き

く

深

呼

吸

を

し

な

が

ら

、
資

料

館

に

行

く

前
に

立

ち

ｉ＝１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
－

１
－
　
　
　
　
　
　
　

‐－

寄

っ
た
原

爆

ド
ー

ム
を

遠

く
に

仰
ぎ

見

る
と

、
今
の

こ
の

穏

や
か

な
現

実

が
信

じ

ら

ｉ
ｌ

ｌ

ｌ

’
1
1
1
1
1
－
1
1
1
1
1
1
1
1

－
1
1
1
1
1
1

－
Ｉ
Ｉ

－

１

１
１

れ
な

い
よ
う

な

、
さ

っ
き
見

た
悲

惨
な

資

料

た
ち

が

嘘
だ

っ
た
の

で
は

な

い
か

と
い

テ
ロ
な
ど
、
様
々
な
か
た
ち
で
命
を
落
と
す
人
が
存
在
し
て
い
る
。
ど
の
国
も
ど
ん

Ｉな
人
も
幸
せ
に
暮
ら
し
た
い
と
願
い
平
和
を
求
め
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
ど
う
し
て‐‐

争
い
は
無
く
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。
あ
る
大
国
の
大
統
領
が
堂
々
と
自
国
の
経
済
・

１

１
　
　

１

１

－
1
1
1
1
1
1

安
定
の
み
を
声
高
に
叫
ん
で
い
る
。
他
国
も
そ
れ
を
言
い
出
し
た
ら
世
界
は
ど
う

な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
誰
し
も
不
安
に
思
っ
て
い
る
。
自
分
さ
え
自
国
さ
え
良
け
れ

－
1
1
1
1
1
1

‐
1
　
　
1
1
1
1
1

ば
と
い
う
考
え
方
は
間
違
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
目
先
の
こ
と
に
と
ら
わ
れ
て
し

Ｉ
・
Ｉ

Ｉ

・１

１
　
　
　
　
　

１
‐

ま
う
ほ
ど
余
裕
が
な
い
国
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
大
国
で
あ
る
が

Ｉゆ
え
に
わ
が
ま
ま
が
ま
か
り
通
る
と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
核
を
放
棄

―

―

―

―
　
　
　
　
　

‐

す
る
と
言
っ
て
は
経
済
支
援
を
引
き
出
し
、
す
ぐ
に
実
験
等
を
繰
り
返
す
隣
国
が
あ

う
よ
う
な
、
不
思
議
な
感
情
が
私
の
心
の
中
に
渦
巻
い
て
い
た
。
そ
れ
で
も
確
か
に

あ
の
生
々
し
い
写
真
が
、
手
記
が
、
争
い
の
愚
か
さ
と
命
の
尊
さ
を
は
っ
き
り
と
私
I
I
l

1
1
1
1
1
1
1
1

に
語
っ
て
く
れ
た
。
未
来
を
託
さ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。こ
ん
な
に
も
活
気
に
満

‘
1
1
1
1
1
1
1
1

’

―

！

ち
た
広
島
で
、
あ
ん
な
悲
劇
が
、
た
っ
た
の
七
十
三
年
前
に
あ
っ
た
な
ん
て
信
じ
ら

１

１

・
１

‘

れ
な
い
と
思
っ
た
。
原
爆
投
下
に
よ
っ
て
何
の
罪
も
な
い
人
々
が
あ
っ
と
い
う
間
に

Ｉ－
1
1
1
1
1
1

‐
ｌ

ｌ

ｌ
‐
Ｉ

－
－
1
1
1
1
1
1
1
1

焼
き
殺
さ
れ
、
何
年
も
か
け
て
後
遺
症
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
広
島
・
長
崎
の
歴
史

‐
‐‐
'
‐

‐
‐

‐
Ｉ

Ｅ
Ｉ

ｌ
ｌ

－

１

１
‐
―
Ｉ

Ｉ
・１

１

－
１
１

を
思
え
ば
、
日
本
は
ど
の
国
よ
り
も
平
和
を
望
み
求
め
る
国
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

‐
　
　
　
　
　

―

―

と
強
く
思
っ
た
。

－
1
1
1
1
1
1
1
1
　
　
　
　
1
　

石
橋
湛
山
氏
を
紹
介
し
た
書
籍
を
読
ん
だ
。
彼
は
、
戦
争
へ
突
き
進
む
政
府
に
警



r-

る

。

そ

し

て

日

本

は

も

ち

ろ

ん

太

平

洋

に

さ

え

届

い

て

し

ま

う

ロ

ケ

ッ

ト

と

い

う

名

ｌ

ｉ

ｌ
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ｌ

ｒ

－
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－
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1
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－

－

ｊ

ｊ

。
－
1
1
1
1

－

－

の

爆

弾

を

と

う

と

う

完

成

さ

せ

た

。

平

和

な

世

の

中

は

ず

い

ぶ

ん

遠

く

に

い

っ

て

し

Ｉ－
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－
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－
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－
－
－
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－
Ｊ

ま

っ

た

よ

う

に

さ

え

思

っ

て

し

ま

う

。
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ｉ
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中

学

生

で

あ

る

私

が

、

平

和

を

願

っ

て

で

き

る

こ

と

は

あ

る

だ

ろ

う

か

。

あ

ま

り

Ｉ

－

－

－

－
　
　
　
　
　

ｊ

－

－

・
ｊ

－

－

－

ｆ
－
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－

－

－

‐
－

－

－

－

に

も

穏

や

か

な

生

活

に

慣

れ

て

し

ま

い

、

平

和

と

い

う

言

葉

に

ど

う

反

応

し

て

い

い

Ｉ

‐
‐

－

－

－

－

－

ｊ

－

－

－
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‐
‐
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‐
"
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'
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‐
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“
‐

‐

‐

‐
･

‐

‐

‐

の

か

戸

惑

っ

て

い

る

自

分

に

頼

り

な

さ

を

感

じ

て

し

ま

う

。

し

か

し

、

生

き

た

く

て

Ｉ

－
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－

‐

－

－

－

―

－

－

－

－
　
　
　
　

－

ｊ

－

―

－

ｉ

も

生

き

ら

れ

な

か

っ

た

あ

の

時

代

の

同

世

代

の

友

を

思

う

と

、

も

っ

と

賢

く

も

っ

と

‐
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・
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－
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－

－

ｌ

ｌ
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－

－

‐
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－
　

－

－

－

‐
－

－

た

く

ま

し

く

も

っ

と

優

し

く

な

ら

な

け

れ

ば

と

誓

い

に

似

た

気

持

ち

に

な

る

。

そ

の
　
　

Ｉ

－

‐

－

’

－

－

－

－

－

－
　

－

－

－

－

－

ｌ

ｌ

－

－

－

－

・
‐

た

め

に

、

今

は

多

く

の

こ

と

を

学

ほ

う

と

思

う

。

五

年

前

に

国

連

本

部

で

ス

ピ

ー

チ

‐
ｉ

－

－

－
　

－

－

－

－

－
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…

…

‐
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―‐

ｌ
ｆ

し

た

マ

ラ

ラ

ー

ユ

ス

フ

ザ

イ

さ

ん

の

一

文

を

思

い

出

す

。

「

エ

デ

ュ

ケ
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シ

ョ

ン
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－
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－
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－

Ｉ

－

－

・

―
　
　
　
　
　

－

－

－

－

フ

ァ

ー

ス

ト

（

教

育

を

第

一

に

）

。

」

学

校

で

し

っ

か

り

と

基

本

を

学

び

土

台

を

作

り

、

‐

‐
'

‘
‐

“

‘
‐
‘
‐
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‐

‘
‐
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‐
‐
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－

‐
‐
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・
－

－

‐
‐
－

・

そ

の

う

え

で

様

々

な

分

野

の

情

報

を

取

り

入

れ

て

自

身

を

築

い

て

い

こ

う

と

思

う

。
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‐
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‐
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‐

こ

れ

か

ら

の

時

代

を

生

き

抜

く

私

た

ち

に

と

っ

て

、

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

の

普

及

に

よ

Ｉ

－
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－

ｉ

－

－

－

ｌ

ｌ

－

－
　
　

ｊ

ｌ

－

－

－

－

－

ｉ

ｌ

－

ｌ

ｌ

ｌ

り

世

界

が

身

近

に

な

っ

て

い

る

と

思

う

。

世

界

中

の

い

ろ

い

ろ

な

出

来

事

・

事

件

・

話

－

－

－

－

－

ｌ

。
－

ｉ

－

’

ｉ

；
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‐
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‐
‐
‐
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ｉ
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－

－

・
－

－

－

－

・

題

を

簡

単

に

知

る

こ

と

が

で

き

る

。

そ

れ

が

本

当

な

の

か

嘘

な

の

か

、

真

実

で

あ

る

・

―

－
　
　
　

－

－

－

－

－

’

－

’

－

ｉ

－

－
　
　
　

－

－

－

－

－

－

－

－

－

の

か

を

、

き

ち

ん

と

判

断

で

き

る

力

を

身

に

つ

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

編

さ

れ

な
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－

－

ｉ

‐
－

‘
－

－

い

賢

さ

が

大

事

だ

。

平

和

へ

の

第

一

歩

は

学

び

で

も

あ

る

と

思

う

。

も

う

一

つ

私

に

で

Ｉ
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－
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－

－

－

－

－

‐

き

る

こ

と

が

あ

る

。

そ

れ

は

、

あ

の

広

島

で

学

ん

だ

こ

と

感

じ

た

こ

と

を

決

し

て

忘
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れ

な

い

こ

と

だ

。

苦

し

ん

だ

人

々

の

叫

び

を

確

か

に

受

け

止

め

た

の

だ

。

戦

争

を

過

。
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と

し
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て

は

な

ら

な

い

。

未

来

を

平

和

な

世

界

に

す

る

の

は

私
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の

世
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と
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う
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一

人

一

人

が

命

を

大

切

に
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が

ら

、

お

互
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に

思

い

や

り
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ｊ

ｊ
―
ｌ
。
―
―
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
～

Ｉ

Ｉ
ｒ
－
Ｉ
Ｆ
－
－
－
－

－
－

－

－
－

－

－
－

－
－
－

―
ｌ
。

。
―
―
。
ｌ
―
―
―
―
！
ｒ
ｒ
ｌ
Ｆ
－
－
－
－

－

－
－
－
－

・
－
－
－
－
－
－
－

を

も

っ

て

生

き

て

い

く

。

必

ず

幸

せ

な

世

界

に

す

る

と

心

に

決

め

て

、

自

分

ら

し

く

Ｉ

－

ｉ

－

－

－

－

－

ｊ

ｊ

－

―

－

－

ｉ

・
‐

―
－

－
　

－

－

－

－

ｉ

ｌ
；

‐
‐

’
‐
‐

‘
‐
‐
‐
－

―
－

‐
－

－

－

－

‐

－

－

－

－

歩

ん

で

い

き

た

い

。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
温

故

知

新

平
成
3
0
年

１２
月
2
3
日
の
表
彰
式
に
て

、
幡
野
さ
ん
に
、
石
橋
湛
山
の

精
神
に
触
れ
て
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
な
ど
を
伺
っ
た
。

幡
野
さ
ん
は
、
涼
し
げ
な
眼
も
と
の
、
穏
や
か
そ
う
な
中
学
生
。
物
静

か
な
中
に
、
し
っ
か
り
と
強
い
意
志
を
秘
め
た
印
象
。
好
き
な
教
科
は
数

学
。
部
活
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
。
文
章
を
書
く
こ
と
に
つ
い
て

は
、

没
頭
し

た
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
書
き
上
げ
る
タ
イ
プ
だ
と
い
う
。

幡 野 純 平 さ ん
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受賞の記念スピーチ

受
賞
の
お
気
持
ち
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
作
品
の
中
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
い
て
、

光
栄
で
す
。

こ
の
賞
に
応
募
し
よ
う
と
考
え
た
の
は

な
ぜ
で
す
か
？

自
分
の
中
で
戦
争
に
対
す
る
思
い
が
（
広
島
訪
問
か

ら
日
を
経
る
に
つ
れ
て
）
だ
ん
だ
ん
薄
れ
て
き
た
た

め
、
も
う
一
度
自
分
の
中
で
し
っ
か
り
戦
争
の
悲
惨
さ

と
平
和
へ
の
願
い
を
考
え
た
く
て
応
募
し
ま
し
た
。

こ
の
論
文
を
書
く
上
で
、

苦
労
し
た
点
は
何
で
す
か
？

石
橋
湛
山
に
つ
い
て
、
そ
れ
ま
で
知
識
が
な
か
っ
た

の
で
、
石
橋
湛
山
と
自
分
の
経
験
を
関
連
付
け
て
書
く

こ
と
に
苦
労
し
ま
し
た
。

石
橋
湛
山
に
つ
い
て
、

ど
ん
な
印
象
を
持
ち
ま
し
た
か
？

石
橋
湛
山
に
つ
い
て
調
べ
て
い
く
中
で
、「
平
和
主

義
」
と
い
う
自
分
の
考
え
が
全
く
世
の
中
の
流
れ
と

違
っ
て
い
て
も
、
自
分
の
信
念
を
し
っ
か
り
持
っ
て
そ

れ
を
貫
き
通
し
た
と
こ
ろ
が
す
ご
い
し
、
尊
敬
で
き

る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
は
、
他
の
人
に
流

さ
れ
る
感
じ
が
あ
り
ま
す
が
、
自
分
が
正
し
い
と
思
っ

た
こ
と
は
、
し
っ
か
り
と
責
任
を
持
つ
こ
と
が
大
切
な

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
も
し
も
石
橋
湛
山
に
会
え
た
と

し
た
ら
、
自
分
の
考
え
や
自
分
の
意
思
を
貫
く
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
方
法
を
聞
い
て
み
た
い
で
す
。

広
島
平
和
記
念
資
料
館
で
学
ば
れ
た
こ
と
は

何
で
す
か
？

最
初
は
普
通
に
観
光
と
し
て
、
本
当
に
軽
い
気
持

ち
で
「
せ
っ
か
く
こ
こ
ま
で
来
た
ん
だ
か
ら
」
と
い
う

気
持
ち
で
入
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
実
際
に
行
っ
て
み

て
、
自
分
が
た
だ
資
料
を
読
ん
で
学
ん
で
い
た
も
の
と

は
全
然
違
う
も
の
が
そ
こ
に
あ
っ
て
、
強
い
衝
撃
を
受

け
ま
し
た
。
確
か
に
見
る
の
が
辛
い
く
ら
い
悲
惨
な
も

の
が
描
か
れ
て
い
て
、
最
初
は
恐
怖
を
感
じ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
そ
う
い
っ
た
も
の
に
目
を
そ
ら
し
て
い
て

は
平
和
と
い
う
も
の
に
近
づ
く
こ
と
は
で
き
な
い
、
平

和
に
近
づ
く
に
は
そ
う
い
う
も
の
に
し
っ
か
り
と
向

き
合
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
今
は
思
っ
て

い
ま
す
。
広
島
の
状
況
を
知
っ
て
、
二
度
と
戦
争
を
繰

り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
事
を
、
強
く
自
分
の
中

で
思
い
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
を
こ
れ
か
ら
の
生
活
に

ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？

戦
争
に
つ
い
て
学
び
、
そ
れ
を
未
来
へ
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
、
私
た
ち
若
い
世
代
に
一
番
求
め
ら
れ
て
い

受賞者
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門
１ド

ー

』
ｉ

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

。
今
回
の
受
賞
を
通
し
て

、
改

め
て
石
橋
湛
山
や
、
平
和
や
、
過
去
の
出
来
事
に
つ
い
て

学
び
知
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
「
温
故
知
新
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
を
も
と
に
こ
れ
か
ら
の
社

会
を
築
い
て
い
け
る
よ
う
な
人
間
に
な
り
た
い
で
す
。

幡
野
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
、
こ
の
よ
う
に
若
い
世
代

が
平
和
に
つ
い
て
真
摯
に
考
え
て
い
る
こ
と
に
感
激

し
、
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
た
。
逆
に
我
々
大
人
世
代

授賞式

は
、
日
々
の
雑
事
に
紛
れ
て

、
今
日
本
が
ど
こ
に
向

か
っ
て
い
る
の
か
、
深
く
考
え
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
こ
の
日
本
を
ど
う
し
た
い
の
か
、
自
分
に
で
き
る

こ
と
は
何
な
の
か
。
考
え
続
け
る
こ
と
を
怠
っ
て
は
な

ら
な
い
と
幡
野
さ
ん
か
ら
学
び
、
背
筋
が
伸
び
る
思
い

が
し
た
。

今
年
二
〇
一
九
年
は
、
石
橋
湛
山
生
誕
一
三
五
年
の

メ
モ
リ
ア
ル
イ
ヤ
ー
で
あ
り
、
甲
府
第
一
高
等
学
校
は

創
立
一
三
九
周
年
を
迎
え
る
。
こ
れ
か
ら
次
々
と
若
い

橋湛山平和 勁 彰j

ぐぷ－７ ＝

浅川保氏による記念講演

世
代
が
社
会
へ
と
羽
ば
た
い
て
い
く
中
、
我
々
は
若
き

彼
ら
に
、
ど
ん
な
未
来
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
け
る

の
か
。一
高
の
伝
統
で
あ
る
自
由
で
自
治
を
重
ん
ず
る

校
風
の
下
、
育
ま
れ
た
主
体
性
や
社
会
性
。
そ
し
て
石

橋
湛
山
か
ら
受
け
継
が
れ
る
平
和
主
義
・
自
由
主
義
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
。
こ
れ
ら
は
私
達
一
高
生
の
血
の
中
に
脈
々
と

流
れ
て
い
る
。
我
々
は
、
石
橋
湛
山
を
先
輩
に
持
つ
者

と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
に
考
え
、
生
き
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

甲
府
一
高
と
私
、
そ
し
て
、
石
橋
湛
山

山
梨
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ー
石
橋
湛
山
記
念
館
ｊ

浅

川

保

私

が

、
社

会

科
（
日

本

史

）
の

教

員

と
し

て

、
甲

府

一
高

に

在

職

し

た

の

は

、
1
9
8
0

（
昭

和
5
5）
年
４

月

か
ら
1
9
9
1

（
平

成
３

）
年
３

月

ま
で

の
1
1
1
1

年
間

、

ち

ょ
う

ど
、
3
0代

の

後

半

か
ら
4
0
代
の

後

半

に

か
け
て

で

、
7
0を
過

ぎ
た

今

思
え

ば
、
教
員

と
し
て
一
番

充

実
し

て
い

た
時
期
で

あ
っ
た
。

一
高
の

生

活
で

忘

れ
が
た
い
の

は
、
1
9
8
6
（
昭

和
6
1）
年
1
0月

、
百
周

年
記

念

館

２

階
の

資
料

室
で

、
一
高
Ｏ

Ｂ

の
石

橋

湛
山
（
1
8
8
4

～
1
9
7
3

）
の
中

学

時
代
の

文
章

に
出
会

っ
た
（
発
見
し

た
）
こ
と
で

あ
る
。
1
9
0
0

～
1
9
0
2

（
明

治
3
3～
3
5
）
年

、
甲

府
中

学
（
甲

府
一
高
の

前

身
）
の
３

～
５

年

生

だ
っ
た

湛
山

は
、
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当

時
の
『
校

友
会

雑

誌
』
に
「
石
田

三

成

論
」
「
湛
山

随

筆
」
な
ど
７

つ
の
文

章

を

執

筆
し

た
。
そ
れ

ら
の
文

章
の
、
中

学

生
離

れ
し

た

鋭
い
視

点

と
確

か
な
内

容
・
主

張

に

驚

き
、
以

後
、
湛

山

に
傾

倒

、『
石

橋

湛

山

全

集
』
を
買

い

求

め
て

読

み

進

め

た
。
ま
た
、
県

内
各

地
の
湛

山
ゆ

か
り
の
場

所
（
富

士
川

町
の
昌

福

寺
、
南
ア
ル

プ
ス

市

鏡
中

条
の
長

遠
寺

等
）
を
訪

ね
、
資
料

を
集

め
る
な
ど

、
今
日

に
至

る
、
湛

山
と
の

長

い
つ
き
あ
い
が
始

ま
っ
た
。

湛

山
は
、
一
高

出
身
で

、
大

島
正

健
校
長
（
当

時
）
の
「
Ｂ
ｏ

ｙ
ｓ
　

ｂ

ｅ
　

Ａ

ｍ

ｂ
ｉ
ｔ

ｉ

ｏ
ｕ

ｓ
ｌ

」
の

薫

陶
を
受

け
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
政

治
家

と
し
て

活
躍

し

た
人

物
と
し
て

知

ら

れ
て
い

る
が

、
現

在
で

は
、
さ
ら

に
評

価
が

高

ま
り

、
「
2
0

世

紀
日

本

の
言

論
界
・
思

想
界

を
代

表

す
る

稀

有
の
人

物
」
（
鴨

武

彦
元

東

大

教

授

）
「
大

正

デ
モ

ク
ラ

シ
ー
の

頂

点
、
日

本

国

憲
法

の

精
神

の
先

駆

者
」
（
松
尾

尊

允
京

大
名

誉
教

授
）
と
ま
で

、
評

価

さ
れ
て
い
る

。
こ

の
間
、
各
地
で

湛
山

に
つ
い
て

話

を
す

る
機

会
が

与
え

ら

れ
、
ま

た
、
自

分

な
り

に
ま

と
め
た

も
の
を

、
1
9
9
3

（
平

成
５

）
年
に

は
『
若

き
日

の
石

橋

湛
山

』（

近
代

文
芸

社
）
、
2
0
0
8
（
平

成
2
0）

年
に
は
『
偉
大
な

言
論
人

石

橋
湛

山
』（
山
梨

日
日

新
聞

社
）
と
し
て
上

梓
し

た
。

ま
た
、
2
0
0
7

年
５

月

に
は
、
甲

府
市

朝

気
１
丁

目
に

、
８

０
０

人

に
上

る

有

志

の

カ
ン
パ
・
浄
財
で

、
民

立
民

営
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人
・
山

梨
平

和
ミ

ュ
ー
ジ
ア

ム

ー

石

橋
湛

山
記

念

館

―
が
開

館

、
以

降
、
小

生
は

理

事
長

と
し
て

、
運

営
に
関

わ
っ
て

い
る

。
１

階
に
は

、
甲

府
空

襲
や

甲

府
連

隊
の

歴

史
な

ど
、
戦

争

と
平

和
に

関
わ

る

展

示

、
２

階
に

は
、
石

橋

湛

山
の
生

涯

と
思

想

が
展

示

さ
れ
て

お
り

、
全
国

唯
一
の

石

橋
湛
山

記

念
館

と
し

て
、
県

内
は

も
ち
ろ
ん
、
全
国

各
地

か
ら
多
く
の

見

学
者
が

訪

れ
て
い
る
。

そ
し
て

、
平

和
ミ

ュ
ー
ジ
ア

ム
で

は
、
2
0
1
2

年
、
石

橋
湛

山
の
業

績
を

讃
え

、

継

承
す

る
た

め
に
、
全
国

に
呼

び

か
け
て

石

橋

湛
山
平

和
賞
（
一
般

の
部

、
中

高
校

生

の
部
で

論

文
・
作

文

を
募

集
・
表

彰
）
を

創
設

、
今

年
で
７

回

目
を

迎
え

た
。
甲

府

一
高

並
び

に
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

諸
氏

の
こ

れ
ま

で
の

多
大

な

協

力
に

感

謝
す

る
と

と

も

に
、
今

後
の
更

な
る
協

力
を

お
願

い
し
、
拙

文
を
閉

じ
た
い
。

－〃I　III
〃 ………:li

“17a ぶ ぶ？

し 渥

う,hJF

………

イ　 Ｘ゙, 山梨に11j民参加吼の'F和の潅ができました｡

こ あ い ・

JＲ甲 府 駅より：

○ 山 梨交 通 バス

Ｎ０.17伊 勢町 営 業 所行( 城東 回り) に て、

山 梨 厚生 年 金会 館 バ ス停下 車( 乗車12 分)100m 南 。

Ｎ０.91山 梨 英 和大 学行 また はＮ０.98石 和温 泉行 にて、

城東3 丁 目 下 車　600m 南

○ タクシ ー: 約10 分､1,000 円

JR 身 延 線南 甲 府駅 より:1300m 北

車の場 合

○ 甲 府 昭 和ICより 約15 分､ 甲 府 総合 市 民会 館の 東北

理事長･元甲府一高教諭

石橋湛山研究家　浅川保氏

27　　　 第139周年甲府中学･甲府－高同窓会記念誌

浅
川

保
先

生
は

、
こ
の
「

山

梨
平

和

ミ
ュ
ー

ジ
ア

ム
」
が
一
高
生

や
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ

Ｇ

達

の

サ

ロ
ン
の

よ

う
に

な

っ
て

皆

が
集

い

、
平

和

に
つ
い
て

語

り
合

え

る
場

に

な

れ

ば
よ

い
、
と
願

い
を
話
し
て

く
だ
さ
っ
た

。
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一

甲
府
一
高
に
入
学
さ
れ
、
廳
援
團
に
入
る
き
っ
か
け
は
何
か
あ
っ
た
の
で
す
か
？

入

学
し

た
て
の
こ

ろ

は
、
ま
だ

何

部
に

入

る
か

全
く

考
え
て

い
な

か
っ
た
か

な
。
毎

日

、

友

達

と
た
わ
い

も
な
い
話

を
し
て

過
ご
し
て

い
た
よ

う
に
思

う
。
そ
ん

な
と

き
、
屋

上

か
ら

熱

い
視

線
で

俺
た
ち
の
こ

と
を

指
さ
し

、
何

か
し

ゃ
べ
っ
て

い
る
先

輩

が
見
え

た

。
そ
の

先

輩

か
ら
「
ど
う
で

え

、
唐
援

團
に
入

ら
ん

け
？

」
と

声
を

か
け

ら

れ
た
の
が

き
っ
か
け

。
友

達

と
一
緒
に
屋

上

に
連

れ
て
い

か
れ
て

、
「
何

か

部
活
入

っ
て

る
？

」
と
聞

か
れ

た
。
と

っ

さ
に
友

達

と
「
映
画

部

に
入
っ
て
ま

す
」
と

言
っ
て

み
た

も
の
の

、
「
兼

部
で

良
い
か
ら
入

れ

」
と

言

わ

れ
、
入

部

す

る
こ

と

に

…

。
今

思

え

ば

、
ま
さ

に

パ
ワ

ハ

ラ
だ

っ
た

よ

う

な

…

。（

笑
）

）
ノ

飛゙

Ｉ

４

後列向かって左から二番目が井上さん

■

そ

の
よ

う

な

状

況

で

入

部

さ

れ

ま
し

た

が

、
日

々

の

練

習

は

い

か
が

で
し

た

か
？

次

の
日

か
ら
「
授

業

が

終

わ
り

次

第
、
毎
日

す

ぐ

に
屋

上

に

直
行

せ

よ
。
」
一
年

生

は

ジ

ャ
ー
ジ

に
着

替
え

、
一
列

に
並

び
、
手

は
腰

に
、
直
立

不
動

の
形

で
先

輩

方
を

待
つ
こ

と

が

、
毎
日
の

練
習
の
は
じ

め
と
な
っ
た

。

屋

上
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト

の
上

を
裸
足

で
走

っ
た
り

、
片

足
の

み
で

行
っ
た
り

来
た
り

。
終

わ
り
の

見
え

な
い

腕
立
て

伏
せ

。
空

手
の
正

拳

突
き
の

練

習

…

。
さ

ら
に
応

援
歌

の
型

の

練

習
。
型

を
や

り
な

が
ら

、
応

援
歌

は
出

す
こ

と
が
で

き

る
精
一
杯
の

声
で

叫

ぶ
。
そ
ん

な

練
習
の

毎
日

だ
っ
た
。

一

旗

手
（

旗

持

）
を

務

め

る
こ

と

に

な

っ

た
の

は

、
何

か
理

由

が

あ

っ
た

の
で

す

か
？

日

々
の

練

習
の
中

で
、
旗

持

を
決

め
る

審
査

み
た

い
も
の

が
あ
っ
た

。
そ
れ
は

、
2
0皿
く

ら
い
の
太

さ
で
３

～

４
ｍ

程
の

長
さ
の

水

道

管
の
よ

う
な

、
さ
び

付
い

た
鉄
の

パ
イ

プ
を

持
ち
上

げ
る

も
の
だ
っ
た

。
そ

の
こ

ろ

何
人

か
は

旗
持
を

や
り

た
い
者
が

い
た

か
ら
、
そ
の

中

か
ら

選

ば
れ

る
こ

と
に
な

っ
た
。
パ
イ

プ

を
横

に
置

い
た

状
態

か
ら

両

手
で

パ
イ

プ
の

端

を
持
つ

。
端
か
ら
両

手

を
く
っ
つ

け
た
状

態
で
、
先

端
を

持
ち
上

げ

ら
れ
れ
ば

合
格

と
い

う

感
じ

だ
っ
た

。
順

番

で
そ

れ
を

行
っ

た
ん
だ

け
ど

、
そ
れ

が
な

か
な

か
上

が
ら

な
い

。
自

分

も
最

初
は
上

が
ら
な

か
っ
た
け

ど
、
根

性
で
何

と
か
上

げ
ら

れ
た
。
そ
れ
で

自
分
が

旗
手

を

務
め
る
こ

と
に
な

っ
た
ん

だ

。
そ

れ
か

ら
は
毎
日

で
は

な
い
け

れ
ど
、
パ
イ

プ
を
上

げ

る

練

習
も

追
加

さ
れ

た
。
そ

の
練

習
の

度
に

、
手
は

赤
く

な
り

、
タ
コ
の
よ

う

な
も
の

も
で

き

た
。
今

思
え

ば

、
団

旗

の
ポ

ー
ル

と
は
全

く
違

う

太
さ
だ

っ
た

か
ら
、
本

当

に
練

習
に

な
っ

た
の
か
ど

う
か
は
少
し

疑
問

だ
け
ど

…

。
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ｉ

丿

■

応

援

練

習

に

お

け

る

廳

援

團

入

場

が

と

て

も

印

象
に

残

っ
て

い
ま

す

。

普
段

の

練
習
で

は
団

旗

は
出

さ
な

い
こ

と

が
多

か
っ
た

か
ら
、
鷹

援
團

入

場
の

時
の
団

旗
の
持

ち
方

、
歩
き

方
、
旗
の

振
り
方

な
ど

は
、
本

番
の

少
し

前
に
し

か

練
習

さ
せ
て

も
ら

え

な
か
っ
た

。
自
分
の
こ

ろ
の

旗
手

用
の

ベ
ル
ト

は

肩
か
ら

股
下

ま
で

あ
っ
た
ん
だ

け
ど
、

手
元

側
の

先

端
は

股
の
間

な
の

で

、
専
用

の
サ

ポ
ー

タ
ー
を

履
い
て

団

旗

を
も
つ
ス

タ
イ

ル

だ
っ
た

。
歩

き
方

は
、
体

育
館

の
床

と
ポ

ー
ル
が

水
平

に

な
る
よ

う
に
し

て

歩
く

。
体
は

そ
の

重
さ

を
支

え

る
よ
う

に

後
ろ

に
そ
っ
く

り
返

っ
た
状

態
で

、
し

か

も
持
つ
の

は

片
手

で
、
も
う
片

方
の

手

は
大

き
く

振
っ
て

歩
く

。
真
っ
す

ぐ
進

ん
だ

後
、
ス
テ

ー
ジ

の
手

前
で
9
0

度
カ

ー
ブ
さ
せ

る
時
は

、
団
旗

が
い

か
に
綺
麗

に
な
び

く

か
を
考
え
て

、
力

を
込

め
玉

気

に
振
っ
た

。
先

輩

か
ら
そ
の

カ
ー
ブ
の

振
り

方
が
見

せ
場

と
言

わ
れ
て

い
た
が
、
こ
こ

が

か

な
り

キ
ツ

か

っ
た
。
一
番

初
め

に
入

場

し

、
一
番

目

立
つ

の
で
、
精

神
的

に

も
一
杯
一
杯

だ

っ
た
。
ま

た
、
あ
の

行

進

曲
が

か
か
る

と
集

中

力
が

増
し

、
持
っ
て

い
る
力

以

上
の

も
の

が

出
た
よ

う
に
思

う

…

■

実

際

の

野

球
・
総

体

で

の

応

援

は

、
や

は

り

相

当

大

変

だ

っ
た

の

で
し

ょ
う

か
？

野

球
や

総

体
な

ど
の

屋

外
で

の

応

援

は

、
当

た
り

前

だ

け

ど
、
か
な

り

気

を

使
っ

た
。

立

っ
て

持
っ
て
い

る
だ

け
で

も
、
風

が
吹
け

ば
ヨ
ッ
ト

の
帆
の

よ
う

に
な
び

く
。
端

か
ら
見

れ

ば
カ
ッ
コ
よ
く

き
れ
い

か
も
し

れ
な
い
け

ど
、
や
は

り
旗

持
は

大

変
だ

っ
た
。
絶
対
に

倒

す

わ
け

に
は
い

か
な

い
し
、
団

旗

を
汚

す

な
ど

も
っ
て
の
ほ

か

。
ま

た
、
ポ
ー
ル

の
先

端

部

は

き

れ
い

に
磨

か

れ
て

い
る

う
え

に

、
尖

っ
て

い

る
た

め

、
人

に

当

た

れ
ば

大

け

が
の

元

だ

。
野

球
の
応

援
で

回

が
進

む
に
つ

れ
て

応

援

も
激
し

く
な

り
、
旗
を

振
る
ん
だ

け

ど
、
こ

れ
が

ま
た

わ
が

校
の

団

旗
は

大

き
い

。
迫

力

が
あ

る
分

、
旗

手

は
相

当

な
力

仕

事
だ

っ
た

し

、
他
校

よ
り
目

立
つ
か
ら

、
プ

レ
ッ

シ
ャ
ー
も
大

き
か
っ
た
。

■

廳
援

團
で

の
経
験

を

通
し

て

、
思

う
こ

と
、
感
じ

て

い
る
こ

と
は
何

か
あ

り
ま
す

か
？

日

々

の

基

礎

体
力

の

鍛

錬

と
い

う

名
の

根

性

の
み

を

鍛
え

る

よ
う

な

練

習

や
、
先

輩

方
々

か
ら
の

理
不

尽

極
ま
り

な
い
（
そ

の
頃
の

イ
メ

ー
ジ
だ

け
ど
（
笑
）
）
ご

指
導

は
、
炎
天

下

の

中
で

も
ふ

ら
ふ
ら

せ
ず

に
、
熱

い

鉄
板

の
上
で

も
我

慢

し
て

ず
っ
と
立

ち

続
け

ら
れ

る
よ
う

、
体
力

的
に

も
精

神
的

に
も
鍛

え
あ
げ

、
プ
レ

ジ
ャ

ー
に
打

ち
勝

つ
た
め
だ
っ
た
と

感
じ
て

い
る
。

ま
た

、
厖

援
團
の

や
り

甲

斐
な

ん
だ

け
ど

、
こ

ん
な
こ

と

が
あ
っ
た

。
１

年

生

の
頃
だ

っ

た

か
、
サ
ッ
カ

ー
の
応

援
に

行
っ
た

。
ス

タ
ン
ド

席
が

あ
る
と
こ

ろ
の
試

合
で

は
な

か
っ
た

か
ら
、
プ
レ

ー
ヤ
ー
と
同

じ
高

さ
の
地

面
で
の

応
援
だ

っ
た
。
声
は

張
り
上

げ

る
よ
う
に

応

援
し
て

い
た
ん
だ

け
ど

、
そ
の

時
「
俺

た
ち
の
応

援
っ
て

、
本

当
に
届

い
て
い

る
の

か
？

」

と
感
じ

た
こ

と
が

あ
っ
た
。
主
役
で

あ
る
選

手

た
ち
が
、
自

分
た
ち

脇
役

が
勇

気
を
与

え
る

こ

と
が
で

き
て
い

る
の

か
？

と
思
っ
た
ん
だ

。
だ
け

ど

後
日

、
同

級

生
の
サ
ッ

カ
ー
部

員
か

ら
「
応

援
歌

聞
こ

え

た
よ
。
あ
り
が

と
う

。
」
と
言

わ
れ

た
ん
だ

け
ど

、
今
で

も
よ
く

憶
え

て
い
る
。
俺

た
ち
唐

援
團
の

誇
り
を

持
つ
こ

と
が
で

き
た
瞬
間

だ
っ
た
。

卒
業
し
て

か
ら

の
人

生
の
ほ
う

が
は

る
か
に
長

い
。
し

か
し

、
た
っ
た
の
３

年
間
の

麿
援

團

経
験

、
旗
持

経
験

は
そ
の
後

の
人
生

に
お
い
て

大
き
な

影
響

が
あ
っ
た
と
思

う
。
い
わ

ゆ

る

。
根
性
”
と
い
う

ヤ
ツ

と
、
縁
の
下

の
力

持
ち
っ
て
ヤ
ツ

。

あ
の
大

き
な

赤
い
団

旗
が
、
真
っ
青
な

青
空
の
下

、
風

に
た
な

び
い
て
い

る
の

を
下

か
ら

見

上
げ

た
姿
は

、
自
分
の

自
信

と
い
う
形
で

心
の
中

に
数
十

年

残
っ
て
い

る
。井上 隆尚 さん

1984 年(昭和59 年)卒業
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第92 回 を 数 え る「強 行 遠 足 」　　 …
………

その 裏 側 に は　　　　　　　　
エ

χi

繋｡=:=。,。でiま ざ ま なド ラマ が 展 開 され て い た。

創 立139 年 目 を 迎 え　　 二ﾙﾉ=I

………そ の 歴 史 を 紐 解 き　　 ∧………:＼

シ　 今 ま で 支 え て く れ た 方 々 に

「ス ポ ット」をか（（
丿
ｌ

ｉ

-

￥･

私たち大人は､ かつて若いころ、その時代の大人たちから同

じような趣旨のことを言 われたのを忘 れてしまって、あるい

は､ 忘れたようなふりをして｢ とかく今の若い者たちは…｣ と

いうようなことを口にする傾向がある。実はそういう若者たち

をつくり上げた責任の一端は大人にあるということを忘 れて

いるようである。若い人たちの大多数は、本当は、自分が厳し

く鍛えられる機会を待っているのである。適切な機会さえ与

えられるならば､ 彼らは､ 大人が期待する以上に立派な根性

を示してくれるに違いないと私は信じるのである。

(第22代校長　山下穆 著｢ 強行遠足について思うこと｣

雑誌『青年の心理』に寄稿)

「強行遠足 」のもつ意味の1 つは、

ここにあるような気がしてならない。
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へ

平
成
1
4年
（
2
0
0
2

年
）
1
0月
、
第
7
6回
強
行
遠
足
に

お
い
て
、
悲
惨
な
事
故
が
起
き
た
。
午
後
１
時
5
5分
頃
、
女

子
終
着
地
小
海
駅
に
間
近
い
町
道
を
歩
行
中
の
女
子
生
徒

（
水
谷
さ
ん
）
が
暴
走
し
て
き
た
車
に
は
ね
ら
れ
死
亡
し
た

の
だ
っ
た
。
近
く
を
歩
い
て
い
た
別
の
女
子
生
徒
も
軽
傷
を

負
っ
た
。
大
会
史
上
初
め
て
起
き
た
死
亡
事
故
だ
っ
た
。

水
谷
さ
ん
の
死
を
深
く
悼
む
と
共
に
、
強
行
遠
足
は
そ
の

意
義
や
あ
り
方
に
つ
い
て
、
廃
止
の
可
能
性
を
含
め
て
根
本

的
な
検
討
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
継
続
決
定
に
至
る

過
程
に
は
多
く
の
苦
悩
が
伴
っ
た
。

卒
業
生
に
と
っ
て
も
「
甲
府

コ
局
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

そ
の
も
の
」
と
い
っ
て
い
い
く
ら
い
大
き
な
部
分
を
占
め
、

心
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
行
事
で
あ
っ
た
。
慣
れ
な
い
夜

間
歩
行
で
疲
労
感
が
増
す
中
、
多
感
な
時
代
な
の
で
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
考
え
、
自
分
と
対
峙
す

る
時
間
、
友
人
と
の
語
ら
い
、
励
ま

し
合
い
の
中
に
、
そ
の
後
の
自
分
自

身
の
心
身
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
る
記

憶
が
あ
る
。

事
故
後
４
ヶ
月
余
り
を
か
け
て
検

討
し
て
得
ら
れ
た
結
論
を
、
保
護
者

に
説
明
。
ル
ー
ト
・
時
間
設
定
、
安

全
対
策
の
細
部
が
練
ら
れ
次
年
度
か

ら
も
実
施
に
至
る
。

20

03

年Ｓ

２
０
｝

男
子
・
女
子
共
に

▼
野
辺
山
ま
で

▼
昼
間
の
歩
行
の
み

Ｏ

Ｂ

の

中

で

動

き

が
・
：

甲

府

一
高
Ｏ

Ｂ

強
行

遠
足

2
0
0
5

年
か
ら
「
強
行
遠
足
の
復

活
を

祈
念
し
」

Ｏ
Ｂ

強
行
遠
足

が
始

ま
っ
た
。
コ
ー
ス
は
甲
府
一
高
か
ら
北

杜
市
の
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
セ
ン
タ
ー
ま
で

の
2
8にｍ
。
今
で
は
、
目
的
も
「
甲
府
一

高
の
強
行
遠
足
復
活
を
祝
し
、
ま
た
甲

府
一

高
Ｏ
Ｂ

等
参
加

者
の
親
睦

を
図

る
」
と
し
実
施
し
て
い
る
。
2
0
1
8

年
度
で
1
4回
を
迎
え

る
。

「
強

行

遠
足
」

コ

ー
ス

復
活

を

求

め

る
署
名

活

動

強
行
遠
足
を
支
援
す
る
会
が
立
ち
上

が
り
、
同
会
は
2
0
0
8

年
２
月
、
東

京
・
山
梨
な
ど
の
同
窓
生
７
３
７
人
の

署
名
を
添
え
て
「
強
行
遠
足
の
終
着
点

を
男

子
は
小

諸
、
女

子
は
小

海
に
復

活
」
「
安
全
対
策
の
充
実
」
の
申
し
大

れ
を
行
っ
た
。
支
援
す
る
会
の
有
志
は

「
全
力
で
準
備
・
運
営
な
ど
に
協
力
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
コ

ー
ス
の
復
活
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
、
新
津
校
長
（
当
時
）

に
訴
え
た
。

学

校

で

は
・
：

安
全
・
安
心
最
優
先

の
行
事
で
あ

る
こ
と

職
員
間
に
夜
間
歩
行
の
ノ
ウ
（

ウ
が
伝

承
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
へ
の
不
安

2

0

0

8

年

Ｓ

２ ，0112

年

男
子
▼
小
海

▼
夜
間
の
歩
行
再
開

同
窓
会
が
佐
久
穂
か
ら
小
諸
間
の

検
印
・
給
水
所
業
務
を
担
当

男
子
▼
小
諸
へ

女
子
▼
小
海
へ
　（
2
0
1
2

年
～
）

佐
久
穂
・
臼
田
・
中
込
・
岩
村
田

Ａ
二

岡
・
小
諸
　
拠
点
＆
検
印
所
へ
の
Ｏ
Ｂ

配
置
人
数
　
総
勢
約
３
１
２
人
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１
｀
４

Ｌ
χ

３
Ｉ

｀

～支えてくれている方々がいるから､今かおる～

強
行
遠
足

道
中
こ
ぼ
れ
話

１

松
原
湖

学
校
か
ら
6
8㎞
、
国
道
か
ら
少
し

入
っ
た
と
こ
ろ
。
強
行
遠
足
で
唯
一
、

個
人
の
家
を
お
借
り
し
て
救
護
検
印
所

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ご
自
宅
を

提
供
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
は
小
池
竜

太
郎
氏
で
あ
る
。
小
池
氏
の
お
世
話
に
な
る
の

は
亡
く
な
っ
た
お
父
さ
ん
の
代
か
ら
で
4
0年
近
く
続

い
て

い
る
。
当

初

は
国
道
沿

い
に
検
印
所

が
あ
っ
た
が
、
交
通
量

の
増
加
に
伴
い
、
農
道

を
歩
く
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
検
印
所
と
し
て
自
宅
を
提
供
し

て
く
だ
さ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
「
第
8
0回
強
行
遠
足
記
念
誌
」
よ
り
抜
粋
）

２
　
野
辺
山
本
部

学
校
を
出
発
し
て
か
ら
5
2㎞
。
野
辺
山

本
部
に
は
熱
い
「
し
じ
み
汁
」
が
用
意
さ

れ
て
い
る
。
第
３
回
の
大
会
か
ら
戦
前
・

戦
後
の
食
糧
難
の
時
代
に
も
毎
回
欠
か
す

こ
と
な
く
用
意
さ
れ
て
き
て
い
る
と

い

う
。
今
で
は
日
新
ホ
ー
ル
の
主
人
で
昭
和
2
6

年
卒
の
同
窓
生
で
あ
る
丸
山
良
夫
氏
が
2
0

年
近
く
す
べ
て
を
用
意
し
て
く
だ
さ
っ

甲

府
一

高

Stａrt

３
　

臼

田

「
こ
の
陽
気
だ
と
今
年
は
、

ト
ッ
プ
は
早
く
来
る
よ
」
と
、

ト
ミ
子
さ
ん
と
一
緒
に
親
戚
・

近
所
の
方
が
夜
中
に
作
っ
た
愛

特
に

竹

雛

心

鉢

牛
乳

温

か

徹
夜

１

５
;

ｌ

で
生
徒
を
待
つ
「
臼

ば
あ

Ｊ
！

ち
ゃ
ん
」
こ
と
依
田
ト
ミ
子
さ
ん
の
帽

子
を
か
ぶ
っ
た
姿
が
検
印
所
に
あ
っ
た
。
ま
さ
に

長
野
の
「
マ
ザ
ー
ニ
ア
レ
サ
」
と
い
え
る
よ
う
な
存
在
で
し
た
。
昭
和
3
8

年
「
中
込
」
が
ゴ
ー
ル
に
な
っ
て
以
来
長
き
に
わ
た
り
一
高
生
を
温

か
く
待
ち
続
け
て
い
た
だ
い
た
。
平
成
1
8年
２
月
２
日
（
享
年
9
4歳
）

ご
逝
去
さ
れ
た
。

「
校
長
先
生
は
ま
だ
来
な
い
け
？
」
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
声
が
耳
に

残
っ
て
い
る
。
依
田
家
の
長
男
（
故
）
寿
政
さ
ん
夫
妻
は
、
近
所
で
酒

屋
を
営
み
、
次
男
正
晴
さ
ん
夫
妻
は
牛
乳
販
売
を
営
み
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
共
に
臼
田
検
印
所
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
大
切
な
方
々
で
あ
る
。

ま
た
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
手
渡
さ
れ
た
リ
ン
ゴ
を
持
ち
帰
り
、
彼

女
に
手
渡
す
と
、
手
作
り
の
「
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
」
が
お
返
し
に
な
る
と

い
う
伝
統
の
「
臼
田
の
リ
ン
ゴ
」
の
提
供
者
は
、
岩
松
今
朝
一
さ
ん
で

あ
る
。
依
田
家
と
懇
意
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
年
協
力
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
方
の
一
人
で
あ
る
。
こ
の
リ
ン
ゴ

は
「
紅
玉
」
種
で
、
今
で
は
主
に
「
飴
」
な
ど
の
材
料
に
な
る
も
の

で
、
栽
培
者
は
少
な
く
、
岩
松
さ
ん
は
コ
局
生
の
た
め
に
今
で
も
丹
精

込
め
て
栽
培
を
続
け
て
く
れ
て
い
る
。

臼
田
参
り

新
任
の
応
援
団
長
は
、
検
印
所
で
依
田
家
代
々
の
霊
前
に
両
手
を
合
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知られざる強行遠足の｢裏側｣

て

い
る
。
当
日
の
Ｉ

ヶ
月
前
に
は
、
し
じ

み
１
０
０
に昭
、
味

噌
2
0
㎏
を
予
約
し

、

日
は
朝

か
ら
準
備
を
し
て
提
供
し

て

″

言

言

゜

・
　
　
　
ま
た
ヽ

野
辺
山
の

゛
名
コ
ッ
ク
長
」

部
勝
雄
さ
ん
は
本
校
の
卒
業
生
で
は

ｙ

（

い
が
、
松
本
コ

ー
ス
の
頃
か
ら
し
じ

み
汁
作
り

に
協
力

い
た
だ

い
て

い
る
。

岡
部
さ
ん
の
手

に
か
か
る
と
、
野
辺
山
の

広
場

が
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
大
調
理
場
に
様

変
わ
り
。
水
道
の
配
管
、
電
気
の
配
線
、
調
理

台
の
巨
大
な
か
ま
の
セ
ッ
ト
等
、
見
事
な
調
理
場
が
仕
上
が
る
。
機
具

運
搬
か
ら
後
片
付
け
ま
で
一
切
を
中
心
に
な
っ
て
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
。
男
子
の
ト
ッ
プ
通
過
午
後
８
時
こ
ろ
か
ら
、
女
子
の
ラ
ス
ト
通
過

午
前
い‥１１一
時
こ
ろ
ま
で
休
み
な
く
「
し
じ
み
汁
作
り
」
は
続
く
。

も
う
Ｉ
人
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
よ
う
な
大
量
の
道
具
（
大
釜

３
台
・
水
道
配
管
用
パ
イ
プ
・
流
し
台
・
大
型
蛍
光
灯
・
火
鉢
・
ド
ラ

ム
缶
・
大
量
の
薪
等
）
や
器
材
の
大
半
を
預
か
っ
て
く
れ
て
い
る
、
野

辺
山
駅
前
の
菊
本
み
や
げ
品
店
店
主
の
菊
池
和
儀
さ
ん
。
昭
和
3
7年
の

佐
久
往
還
コ
ー
ス
に
な
っ
た
当
時
は
、
木
造
２
階
建
て
で
、
２
階
を
本

部
に
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
。
昭
和
6
3年
ま

で
は
菊
本
旅
館
と
し
て
、
そ
れ
以
降
は
野
辺
山

ホ
テ
ル
と
し
て
貸
与
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
年
Ｉ
回
の
強
行
遠
足
の
た
め
に
、

年
以
上
荷
物
置
き
場
と
し
て
倉
庫
を
提

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。

２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
ー
台
分
の
　

￥
１

荷
物
が
商
品
の
置
き
場
で
あ
　
　

Ｘ
Ｊつ

る
は
ず
の
倉
庫
の
一
部
を
　
　
　

。
二

占
領
し
て
い
る
の
だ
。

（
「
第
9
0回
強

遠
足

ｔ

記
念
誌
」
よ
り
抜
粋
）
　
　
　一
卜

野
辺
山

/
松
原
湖

臼

田
三
岡

小

諸

●

Ｇ ｏａl

わ
せ
る
。
こ
れ
は
一
人
前
の
応
援
団
長
に

な
る
た
め
に
絶
対
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
通
過
礼
儀
で
あ
る
。
故
依
田
寿
倭
次
さ

ん
（
ト
ミ
子
さ
ん
夫
）
の
御
霊
を
慰
め
、

強
行
遠
足
の
無
事
を
祈
願
す
る
こ
と
が
応

援
団
の
責
務
と
な
り
、
団
長
職
継
承
儀
礼

の
一
環
と
な
っ
て
い
る
。

（
「
第
9
0回
強
行
遠
足
記
念
誌
」
よ
り
抜
粋
）

４

三
岡

三
岡
検
印
所
が
開
設
さ
れ
た
の
は
、
男
子
の
終
点
が
小
諸
に
な
っ
た

昭
和
4
0年
か
ら
で
あ
る
。
柏
木
家
３
世
代
（
勇
治
氏
・
宇
三
郎
氏
・
浩

氏
）
に
わ
た
り
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
「
年
若
い
少
年
が
自
分
の
力

の
限
り
を
尽
く
し
、
精
一
杯
が
ん
ば
る
姿
は
ま
こ
と
に
尊
い
も
の
だ
」

と
宇
三
郎
氏
は
い
つ
も
口
に
し
て
い
た
。
柏
木
様
の
敷
地
の
一
部
を
お

借
り
し
勤
務
し
て
い
た
。
お
宅
で
宿
泊
も
食
事
も
提
供
し
て
も
ら
っ

た
。
昭
和
6
0年
、
家
の
建
て
替
え
に
伴
い
、
旧
家
屋
の
跡
地
に
は
大
型

倉
庫
を
新
築
さ
れ
、
検
印
活
動
が
し
や
す

い
よ
う
に
ス
ペ
ー
ス
を
十
分
に
と
り
、

道
路
側
に
幅
広
い
入
り
口
も
作
っ

て
く
だ
さ
っ
た
。
強
行
遠
足
用
に
　
｀

水
道
の
蛇
口
を
残
し
、
実
施
の
　
｀

時
に
は
仮
設
ト
イ
レ
も
設
置
し

て
く

れ
た
。
そ
の
ほ

か
の
器

具
・
机
・
い
す
・
釜
・
鍋
・
ス
　

″

ト
ー
ブ
な
ど
一
切
提
供
し
て
い
た

だ
き
、
大
型
物
品
は
学
校
か
ら
運

ば
な
く
て
済
ん
だ
の
で
あ
る
。

（
「
第
8
0
回

強
行

遠
足

記

念

誌

」

よ
り

抜
粋

）
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～支えてくれている方々がいるから､今がある～

ｔ

ｌ

’

、
―

ｆ

レ ○
●百la 沁陥 ●〈１０３.51〈ｍ〉

八

ｌ

小 諸( 懐 古 園 三 ノ 門)　

〈標高６６７ｍ〉

万〇 岩村田

○ 中込

Ｏ 臼田1｀l －li;,。。

○ 若林●
叉

１

､
こ Ｉ
ＪＯ 局根

○ 須玉●

・ａ ａ1１

「第90 回強行遠足記念誌」より

松原湖

｡０ｅ 市場

O
ｅ
野 辺 山

〈標高１３５５ｍ〉

ｏ ｅ まきば

○ 韮崎

(高 根 総合支所)

〈標高７２５ｍ〉

強行遠足

全行程
'-?-､Ｊ ２ ＆ ．心61-' ゝ

一
一
ｉ

れ

ふ

女
子

最
終
到

達
地
点
　

一

一
　
　
　

小

海

放
塵
検
印
所
い

皿皿　　■■ －　i･○ ●i瓦 ｌ ｊ Ｊ　

円 昌 認
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●

知られざる強行遠足の｢裏側｣

一高生としての強行遠足 村松 敬さん【昭和56年度1 年生】

今､ 青春の1 ページが終わった。

それは、17時間24 分のドラマであった。

小諸までの101km 、自分だけがその本当の意味を知っている。

101km の道のり、それは長かった。

歩いているうちに、なみだが出てきた。なぜこんなことをしなければならないだろうと何回も

思った。しかし､そんな時には不思議に自然に足が動いた。たぶん、自分のこの強行遠足に対す

る最後の抵抗だったのであろう。やめたいと思ったことをのりこえた時 にも、よくのりこえられた

と自分の力に感心した。またそんな時にも、なみだが出てきた。 80kmをすぎて、夜が明けようとす

る頃からいろんな意味で出てくるなみだを友達にさとられないようにと、隠しながら歩いた。

こんな自分でも、行程が残り少なくなると、やめたいと思うことよりも、絶対 行くんだと、欲が

出てきた。体力の限界をこえた今、たよりになるのは精神力だけであった。自分と戦いながら歩

い た 。

できないすばらしいことが強行遠足にはたくさんある。

「佐久往 還強行遠足　20 周年記念誌」より

下線 編集部

に の甲府一高のすばらしい強行遠足を､こ れ からも続

け て い くため に、私 たち は努力 をおし まない｣

この思いに尽 きる。同じ体験をし、同じ痛みを分かち

合い、同じなみだを流した仲間､ 我々同窓生の心を虜にす

る行事『強行遠足』、きっといつまでも忘れないだろう。

永遠に続くことを祈 念する。

(中略)

この強行遠足を終えて心に残ったものは、何であったか。小諸に到着することだけが目的では

ないだろう。参加することが大切なのである。甲府一高の生徒として感じることはみんな同じは

ず であ る。い つ まで も、本 校 に学 ん だ 者 の 心 の 中 で 青 春 の1 ペ ージ として 残 って い るだ ろう。

■■■㎜　　　　　　　　　　　　　㎜■㎜　 』

最後にこの甲府一高のすばらしい強行遠足を、これからも続けていくた

輩たちにも、この強行遠足を体験してもらいたいからだ。これは甲府一高

生徒の責任でもある。

強行遠足を体験したものは、きっと私のように甲府一高に入学してよ

かったと、しみじみと思っているだろう。

101kmの道のり、それは心の中で続いている。

言葉で

ありがとう支えてくれた方々…

ありがとう甲府 一高…

ありがとう強行遠足…

「強行遠足」が安全・安心の下、
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いてくると憂僻で憂僻で登校するのさえ嫌になってしまうほどでした。いざ強行遠足を迎えると仕方ない､やるし

かないかと心を奮い立たせていたのを思い出します。一緒にゴールしようねと約束した友人も気がつけば隣にはい

なくなり､ただただ知らない山道をひたすら前に進み自分の物ではないんじゃないかと思うほど重たい足を
必死に

引きずる。次の検印所でぜったいリタイアする!と心に決めるのに､検印所で先生方の顔を見て判子を
押してもらう

と､もう少し頑張ってみるかと不思議とまた前に進み出す。それを繰り返し､小海まで到着した時のあの感動
と達成

感は何にも代え難いものがありました。

卒業してからの15 年で本当に色々なことがあり､辛いことも苦しいこともたくさんあったはずなのに、強行遠足

に比べたら大したことないなと感じてしまう。女性にとっての人生の一大イベントである出産でさえ
も､強行遠足

の方が辛かったと思います。これから先の人生､きっと辛いことも苦しいこともあると思いますが強行
遠足を体験

している私はきっと乗り越えられるでしょう。そんな貴重な体験を十代の思春期真っ只中で経
験できたということ

はとても価値のあることだと思います。一高で過ごした3 年間は私の34 年の人生の中でとてもかけがえのない
時

間でした。それはこれから先もずっと変わりません。

そんな風に思わせてくれた一高への感謝の気持ちから昨年の一高同窓会のサブ幹事を引き受けさせていただき

ました。先輩方のあたたかいご指導と､卒業から長い年月が経っても変わらずたくさんの仲間が集まる団結力を間

近で見ることができ､16 年後50 歳になった時私たちも同じようにたくさんの仲間たちと笑い合いたいと強く
感じ

ました。昭和61 年卒業生の先輩方､本当にありがとうございました。

甲府一高を卒業して思うこと

大木　格(平成17年卒)
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甲府―高を卒業して14 年が経ちます。当時は伸び伸びと高校生活を送っていたように

思います。一方で｢伝統､伝統うるさい｣と感じることもありました。当時はそれほど愛校心

もなく、｢ただ歴史の長い割と居心地の良い学校｣ と考えていました。そのような中で､授

業･ 部活動･放課後の横店の繰り返しの毎日でした。甲府一高では小学生から始めた空手

にのめり込んでいき､高校生の全国大会では優勝できずに終わりましたが、その悔しさのおかげでより努力をする

ことができました。当時お世話になった先生方には応援やご理解をしていただき本当に感謝し
かありません。現在

こうして空手を続けることができ、教員として子ども達の教育に携わることができているのは
一高時代にお世話に

なった先生方のおかげだと思っています。

甲府一高を卒業し､教員になるまでに本当に多くの経験をさせていただきました。その中で教員として甲府一高

の教壇に立てたことはとても良い経験でした。冒頭で書かせていただきましたが､高校時代は母校に対して思
い入

れは強くなかったのですが､教員として甲府一高に携わることができ､考えが変わりました。高校時代にお世話に

なった先生方とも一緒に働かせていただくこともでき､色々な考え方を学ばせていただいたり､教え子達の頑張
る

姿や､卒業後も夢を追い努力する姿､目標を達成した姿を見ると教員としても先輩としても嬉しく思ったことを
鮮

明に覚えています。また､他にも同窓生と出会う機会も増えました。様々な機会に一高の先輩と出会い､
お話をさせ

ていただくと一高の伝統を感じることができました。同窓生が多方面で活躍していること
も知ることができ､あれ

だけ嫌いな｢伝統｣という言葉でしたが、今では本当に甲府一高の卒業生であったことを誇りに思
っています。

同窓生として一高生には勉強だけでなく多くのことを学び､一高のためではなく自分のために頑張ってもらいた

いと思います。今後ますますの一高のご活躍を陰ながら応援させていただきます。
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長い歴史の中で

小 池　直 矢( 平成17年卒)

現在､私は(有)甲府スポーツで働いております。学校用品や体育機器､スポーツ用品を取

り扱う仕事をしており､忙しく充実した日々を過ごしております。仕事を通じ､母校へ伺わ

せていただくことも多く､現在も､身近に創立139 年の歴史や伝統を感じることを嬉しく

感じております。

私が母校への入学を決めた最大の理由は､部活動と学業を両立できる学校､ということでした。入学当初の思い出

は､つらい思い出ばかりで､野球部として活動していた私は､両立の難しさを痛感する日々を過ごしておりま
した。

先輩の教えや､先生方の指導の下､試行錯誤しながら､必死になって過ごしていたことを思い出します。

部活動では､朝早くから夜遅くまで､練習したことを覚えています。技術だけでなく､人間力や考える事を学び、

日々の厳しい練習や､ともに汗を流した仲間､学校のサポートのおかげで､34 年ぶりに秋季関東大会への出場を果た

すことが出来ました。学業においても､日々の勉強の積み重ね､先生の指導のおかげで､志望校への入学を達成する
こ

とが出来ました。今思えば､歴史のある甲府―高という環境の中で､チャレンジする機会を多く与えていた
だき､失敗

を多く経験させていただいたことで､考える力がつき､部活動と学業を両立することが出来たのだと感じ
ています。

母校での経験は､大学においても身になっていることを実感することがありました。大学時代に所属していた体育会

野球部は､プロ野球選手を輩出する､とてもレベルの高い野球部でした。日々の練習だけでなく､寮生活なども厳
しく、

影で泣いていたことを思い出します。私は試合こそ出ることが出来ませんでしたが､4 年間部活動を続ける
ことが出来

ました。途中でやめる選手も多かった中､4 年間続けられたことは､今でも私の誇りとなっております。高校時代の厳
し

い練習や､多くの失敗を経験していなければ､野球部員としてチャレンジすることすらできていなかったと思います。

長い歴史のある高校で学ばせていただいたおかげで､今の私があると感じております。139 年という長い歴史の

中で､私が過ごした3 年間は､微々たるものですが､これからも後輩たちのために､先輩方が積み重ねてきた歴史と伝

統を途切れさせぬよう､陰ながらサポートしていけたらと思っております。そして､これからもずっと､甲府一高とと

もに､一高野球部を応援し続けたいと思います。

１３９周年同窓会記念誌に寄せて

代永　彩夏(平成23年卒)

甲府盆地の暑い夏､部活の休憩時間にアイスを頬張った横店や前店。くだらないいたず

らを企んでは友人たちとお腹をかかえて笑い転げた教室。八ヶ岳おろしが吹きすさぶ冬、

寒さに泣きそうになりながら自転車を漕いだ家路。当時の情景の一つ一つが､とても懐か

しく愛おしく思い出される。一高在籍時の同窓会にて､吹奏楽部のみんなで三つ編みのお

さげ髪でユーミンの卒業写真を演奏したこともよい思い出だ(今でも同じように後輩たちが演奏するのだろうか。)。

中でも､卒業式後の教室､恩師の声掛けの下､これからの希望や夢､実現したいことを一人ひとり宣言したことは

特に印象深く残っている青春の一幕だ。宣言通り夢を叶えて日々を邁進する者。今もなお､当時と変わらない
目標

に向かって突き進む者。本人も周りも思いもよらなかった新たな道に進んでいる者。時折聞こえてくるかつ
てのク

ラスメイトの今に､ 刺激を受けずにはいられない。多様で個性的な人材を輩出する､この度量の深さが甲府一高な

のだと思う。

さて､“作業服姿で働くのって超かっこいい!”というミーハーな気持ちで､エンジニアに憧れを抱いて工学部に進

学した私は､修士課程を経て､現在､企業の研究所で研究者として働いている。念願の作業服で手と頭を動か
して実

験する日々だ。自動車の電動化が加速する中で需要が高まる“車載用電池の製造プロセスによる低コスト化と
電池

性能の向上”が私の仕事だ。そんな私の卒業式の日の宣言は､“日本の資源･エネルギーの問題を解決する
”であっ

た。高校生の自分が描いた未来と今はそう離れていないし､より具体化しているだけとも言えるかもしれない
が､ま

あ､小さくまとまってしまっていることは否定できない。当時の私か実現したかったことはこんなも
のではなかった

はずだ。あの頃の生き方をあなたは忘れないで一一。あの頃の恩師に､あの頃の学友に､あの頃の自分に､
叱られぬよ

う大きく動かねば。
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平

成
の
時
代
が
終
り
元
号
が
あ
ら
た
ま

る
こ
と
に
よ
り
新
し
い
時
代

が
拓
か
れ
る

こ
と
と
大
い
に
期
待
す
る
の
で
す
。

私
か
一
高
に
赴
任
し
た
の
は
昭
和
四
十

年
の
四
月
で
し
た
。
年
令
も
四
十
才
、
な
ん

と
か
一
人
前
の
教
師
と
し
て
教
壇
に
立
て

る
自
信
を
も
ち
は
じ
め
た
頃
で
し

た
。
母

校
に
勤
務
で
き
る
喜
び
で
「
や
る
ぞ
」
と

い
う
気
力
が
湧
き
あ
が
っ
て
き
た
の
を
今

も
は
っ
き
り
と
思
い
出
し
ま
す
。

私
か
一
高
に
入
学
し
た
の
は
昭
和
二
十

六
年
四
月
で
す
。
ま
だ
終
戦
後
の
き
び
し

い
生
活
環
境
の
中
で
し

た
が
一
高
の
自
由

で
お
お
ら
か
な
校
風
は
学
習
や
部
活
動
に

も
反

映
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
学
習

面
で
は
学
力
不
振
の
仲
間
が
何
人
も
転
校

さ
せ
ら
れ
た
り
生
活
面
で
も
厳
し
い
処
分

が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
当
時
、
大
学

で
は
政
治
に
関
す
る
学
生
運
動
が
激
し
さ

を
増
し
て

お
り
ま
し
た
。
そ
の
影
響
は
高

校
生
活
の
中
に
ま
で
及
び
上
級
生
の
中
に

は
拘
わ
り
を
持
つ
生
徒
も
出
て
き
て
い
ま

し
た
。
私
の
一
高
勤
務
は
十
三
年
間
で
し
た
。

そ
の
前
に
甲
府
南
高
校
で
甲
府
総
合
選
抜

の
二
期
生
を
担
任
し
、
ま
た
退
職
前
の
三

年
間
を
甲
府
西
高
で
し
た
か
ら
、
甲
府
総

合
選
抜
に
は
始
め
か
ら
五
校
選
抜
ま
で
二

十
年
間

ほ
ど
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
私
の

愚
息
も
生
徒
の
一
人
で
し
た
か
ら
当
時
の

保
護
者
の
心
情

ぱ
し
っ
か
受
け
と
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
の
一
三
九
回
同
窓
会
の
当
番
幹
事

の
皆
さ
ん
は
昭
和
五
十
九
年
四
月
入
学
、
六

十
二
年
三
月
卒
業
で
す
。
私
か
学
年
主
任

と
し
て
三
年
間
共
に
学
ん
だ
生
徒
達
で
す
。

昭
和
五
十
年
代
に
入
る
と
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
と
重
な
り
高
校
進
学
率
は
九
〇

パ
ー
セ

ン
ト
を
こ
え
、
当
然
大
学
へ
の
進
学
率
も
高

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
中
学
か
ら
高
校
へ
の
全

員
入
学
と
も
い
え
る
状
態
は
質
的
な
面
だ

け
で
な
く
基
本
的
な
生
活
習
慣
な
ど
多
様

な
面
で
の
対
応
が
き
び
し
く
求
め
ら
れ
た

の
で
す
。
そ
し
て
昭
和
五
十
七
年

に
学
習

指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。
科
学
技

術
の
革
新
や
経
済
、
社
会
文
化
の
進
展
に

対
応
し
教
育
内
容
の
多
様
化
や
生
徒
の
実

態
に
応
じ
て
の
改
訂
で
し
た
。

今
回
の
当
番
学
年
の
皆
さ
ん
は
教
育
課

程
の
変
革
の
も
と
で
大
学
入
試
で
も
競
争

率

の
上
昇
等
き
び
し
い
環
境
の
中
、
将
来

を
模
索
し
て
の
三
年
間
で
し
た
。

思
い
出
を
た
ど
る
と
き
、
は
ず
せ
な
い
の

は
強
行
遠
足
で
す
。
三
年
間
好
天

に
恵

ま

れ
よ
い
成
果
を
残
し
ま
し
た
。

小
諸
ま
で
の
中
間
点
で
あ
る
野
辺
山
本

部
で
私
は
十
年
間
勤
め
ま
し

た
。
こ
こ
で

長
時
間
休
ん
で
し
ま
う
と
体
が
動
け
な
く

な
る
の
で

シ
ジ
ミ
汁
を
飲
ん
だ
ら
す
ぐ
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
の
が
一
役
で
し
た
。
そ
し
て

私
か
三
十
年
前
に
上
諏
訪
の
検
印
所
で
飲

ん
だ
シ
ジ
ミ
汁
の
味
を
思
い
お
こ
す
の
で

し
た
。
当
時
の
検
印
所
は
夜
間
二
、
三
人
の

先
生
が
お
ら
れ
る
の
み
で
検
印
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
っ
暗
な
甲
州
街
道
、
明
り
は
駅

舎
の
灯
の
み
で
し
た
。こ
の
あ
た
り
ま
で
く

る
と
三
足
の
ワ
ラ
ジ
も
残
り
は
一
足
、
塩
尻

峠
を
下

る
と
あ
と
二
十
キ
ロ
、
意
識
は
も
う

ろ
う
と
し
な
が
ら
も
足
は
松
本
へ
向
か
っ

て
い
る
の
で
す
。

小
諸
コ
ー
ス
に
変
わ
っ
て
か
ら
の
百
キ

ロ
は
私
か
経
験
し
た
六
〇

数
年
前
と
は
比

べ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
保
護

者
の
皆

さ
ん
や
多
く
の
方

々
の
支
援
の
も
と
で
続

け
ら
れ
て
い
る
こ
の
行
事
、
主
役
で
あ
る
生

徒
諸
君

は
ほ
ん
と
う
に
幸
せ
だ
と
思
う
の

で
す
。
こ
の
経
験
こ
そ
生
徒
達
の
そ
の
後
の
人

生
に
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
く
れ
る
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
（
平
成
三
十
年
）

は
高
校
野
球
百
回
記
念
大
会
で
お
お
い
に

盛
り
上
り
ま
し

た
。
そ
し
て
試
合
中
に
流

れ
る
各
代
表
校
の
校
歌
に
私
は
魅
了
さ
れ

た
の
で
す
。
校
歌
は
そ
の
地
方
の
歴
史
、
風

土
の
重
さ
を
称
え
る
言
葉
で
歌
わ
れ
て
お

り
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
そ
ん
な
時
ふ

と
甲
府
一
高
の
校
歌
を
口
寸
さ
ん
で
い
る

の
で
す
。
そ
し
て
い
つ
か
甲
子
園
球
場
に
甲

府
一
高
の
校
歌
が
響
き
わ
た
っ
て
ほ
し
い

と
願
う
の
で
す
。

歌
詩
に
こ
め
ら
れ
た
「
日
に
新
た
、
ま
た

日
に
新
た
・
・
・
」
こ
そ
変
化
の
激
し
い

今
も
つ
き
進
ん
で
い
く
甲
府
一
高
の
生
徒

達
の
精
神
の
柱
で
す
。
彼
等
に
幸
多
か
ら
ん

こ
と
を
、
そ
し
て
母

校
の
更
な
る
発
展
を

祈
り
ま
す
。
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平
成
の
元
号
が
使
わ
れ
て
以
来
今
年
は

三
一
年
に
な
り
ま
す
。
今
年
の
何
月
に
な
る

の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
新
た
な
年
号
が
制

定
さ
れ
る
運
び
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ど
ん
な
名
称
に
な
る
の
か
期
待
す
る
と
こ

ろ
で
も
あ
り
ま
す

。
連
綿
と
し
て
続
く
歴

史
の
流
れ
の
中
に
あ
っ
て
、
ま
さ
に
節
目
の

年
に
な
る
訳
で
す
。
そ
の
今
年
、
同
窓
会
総

会
の
幹
事
と
し
て
あ
た
ら
れ
る
学
年
の
皆

さ
ん
に
は
、
二
年
も
の
前
の
準
備
段
階
か
ら

た
い
へ
ん
に
ご
苦
労
を
お
掛
け
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
過
日
は
担

当
の
方
か
ら
総
会
記
念
誌
用
の
寄
稿
文
作

成
の
依
頼
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

一
高
か
ら
転
出
し
て
以
来
三
十
余
年
も

の
時
の
流
れ
の
中
で
、
何
を
ど
の
よ
う
に
書

い
た
ら
良
い
の
か
迷
い
困
惑
す
る
日
々
を

過
ご
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

昭
和
五
四
年

か
ら
八
年
間
、
私
は
甲
府

一
高
に
勤
務
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
既
に
多

く
の
人
々
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
本
校

は
創
立
も
大
変

に
古
く
、
良
き
伝
統
に
恵

ま
れ
た
格
式
の
高
い
学
校
で
す
か
ら
、
私
ど

も
新
任

者
に
は
お
の
ず
と
敷
居

も
高
く
、

緊
張
感
の
た
え
る
間

の
な
い
勤
務
で
あ
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

一
高
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
か
ら

若
干
は
知
っ
て
は
い
る
つ
も
り
で
し
た
が
、

時
間

の
経
過
や
記
憶
の
曖
昧
さ
の
中
で
、

記
憶
と
か
感
想
と
か
は
消
え
去
っ
て
し
ま

い
、
或
る
意
味
に
お
い
て
は
身
の
ま
わ
り
に

起
き

る
こ
と
の
総
て
が
新
し
い
こ
と
の
よ

う
に
感
じ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め

て
自
分
自
身
の
鈍
感
さ
を
痛
感
し
な
が
ら

の
生
徒
諸
君
と
の
お
付
き
合
い
で
し
た
。

私
は
化
学
の
教
員
で
し
た
か
ら
当
時
の

学
年
に
お
け
る
担
任
は
理
系
の
ク
ラ
ス
の

学
級
担
任
で
し
た
。
六
二
年
卒
生
と
の
二

年
間
が
私
の
一
高
の
教
師
生
活
最
後
の
担

任
学
級
で
し
た
。
明
る
く
、
個
性
豊
か
な
生

徒
諸
君
で
、
時
に
は
脱
線
す
る
よ
う
な
こ

と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
強
行
遠
足
等
の
諸

行
事
、
文
武
両
道
を
標
榜
す
る
部
活
動
、
進

路
の
決
定
等
の
学
校
生
活

に
お
げ
る
諸
分

野
に
お
い
て
良
い
結
果
を
出
し
て
く
れ
た

よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す

。
そ
し
て
今
や

社
会
生
活
の
ま
っ
た
だ
中

に
あ
っ
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
様
子
が
伺
い
知
れ
る
の
で
す
。

皆
さ
ん
に
お
か
れ
て
は
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま

す
人
間
味
溢
れ
る
先
見
性
を
発
揮
し
、
社

会
に
お
け
る
水
先
案
内
人
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
欲
し
い
と
思
う
こ
と
頻
り
の

昨
今
で
す
。

と
こ

ろ
で
、
話
題

は
変
わ
り
ま
す
が
、
最

近
の
私
達
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
で

す
が
、
以
前
の
状
況
と
比

べ
随
分
変
わ
っ
て

き
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
続
く
よ
う
に
な
っ
た
夏
の

猛
暑
、
豪
雨
と
そ
れ
に
よ
る
土
砂
災
害
、
頻

発
す
る
猛
烈
な
台
風
や
大
地
震
に
よ
る
災

害
な
ど
、
地
球
温
暖
化
な
ど
に
よ
る
影
響

と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
が
、
以

前
に
お

こ
っ
て
い
た
自
然
現
象
と
は
状
況

が
大
き

く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

異
常
的
に
発
生
す
る
天
候
異
変
の
原
因

が
何
な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
ひ
と
つ
の
要

因
と
し
て
、
人
間
社
会
に
お
い
て
営
ま
れ
る

様
々
な
生
産
活
動
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
学

説
も
登
場
す
る
折
で
す
が
、
勿
論
そ
う
言

い
切
れ
る
程
単
純
な
問
題
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
様

々
な
要
素
が
絡
ん
だ
複
雑
な

問
題
で
あ
り
ま
し
て
非
常
に
憂
慮
さ
れ
る

の
で
す
。
時
を
置
か
す
の
地
球
規
模
で
の
取

り
組
み
か
な
け
れ
ば
克
服
不
可
能
の
問
題

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
も
っ
と
言
う
な
ら
ば
地

球
上

に
住
む
人
間
一
人
一
人
が
問
題
を
解

決
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と
、
そ

ん
な
小
さ
く
見
え
る
行
為
の
継
続
と
繋
が

り
が
大
き
な
力
と
な
っ
て
人
の
世
に
作
用

し
て
い
く
よ
う
に
思
え
る
の
で
す
。

私
た
ち
は
こ
の
美
し
い
か
け
が
え
の
な

い
地
球
を
そ
の
ま
ま
の
姿
で
子
孫
に
伝
え

て
い
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

地
球
上
に
住
む
人
間
に
課
せ
ら
れ
た
義
務

で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

暖
か
い
晩
秋

の
陽
の
な
か
で
美
し
く
紅

葉
に
彩
ら
れ
た
風
景
を
目
の
前
に
し
て
ふ

と
思
う
の
で
し
た
。

何
か
思
い
つ
く
ま
ま
に
字
句
を
羅
列
し

た
文
章

に
な
り
ま
し

た
。
記
念
誌
へ
の
寄

稿
文
と
し
て
必
ず
し
も
そ
の
趣
旨
に
沿
っ

て
い
な
い
点
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

ご
容
赦
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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手
元

に
あ
る
卒
業
記
念
の
ア
ル
バ
ム
や

「
日
新
鐘
」
を
眺
め
て
い
る
と
、
ペ
ー
ジ
を

め
く
る
度
に
懐
か
し
さ
が
込
み
上
げ
て
き

て
、
時
間
の
経
つ
の
を
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う

に
な
り
ま
す
。

私
か
甲
府
第
一
高
校
に
赴
任
し
て
き

た

の
は
、
二
八
歳
の
と
き
で
し
た
。
五
月
が
誕

生
日
な
の
で
、
す
ぐ
に
二
九
歳
に
な
り
ま
し

た
が
、
教
員
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
、

今
に
な
っ
て
思
い
返
し
て
み
れ
ば
、
生
徒
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
申
し
訳
な
い
こ
と
の

方
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

一
高
に
赴
任
す
る
前
は
、
県
の
東
端
に
あ

る
上
野
原
高
校
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
高

校
が
開
校
す
る
の
と
同
時
に
着
任
し
た
の

で
、
始
め
の
頃
は
校
舎
も
グ
ラ
ン
ド
も
未
完

成
、
校
歌
は
勿
論
の
こ
と
、
学
校
を
運
営
す

る
た
め
の
規
則
や
職
員
の
組
織
体
制
な
ど
、

未
整
備
な
点
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
職
員
の
年
齢
層
も
非
常
に
若
く
、
校
長

先
生
や
教
頭
先
生
、
学
年
主
任
の
先
生
を

除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
が
三
十
歳
前
後
か
、
そ

れ
以
下
と
い
う
状
況
で
し
た
。

学
校
づ
く
り
を
Ｉ
か
ら
経
験
し
、
子
ど
も

達
と
無
我
夢
中
で
過

ご
す
中
で
、
教
師
と

し
て
も
少
し
は
成
長
し
た
の
か
な
と
思
い

つ
つ
、
一
高
に
赴
任
し
て
き
ま
し

た
が
、
新

設
校
と
百
年
を
超
え
る
歴
史
を
持
つ
甲
府

一
高
と
で
は
比
べ
よ
う
も
な
く
、
教
師
と
し

て
も
学
ぶ
べ
き
事
柄
が
沢
山
あ
る
こ
と
を

再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

土
足
朧
き
で
入
る
校
舎
、
床
に
塗
っ
た
油

の
臭
い
が
残
る
教
室
、
チ
ャ
イ
ム
の
替
わ
り

に
鳴
ら
す
日
新
鐘
な
ど
、
歴
史
を
刻
ん
だ
校

舎
は
、
新
設
校
の
真
新
し

い
校
舎
と
違
っ

て
、
貫
禄
と
い
う
か
威
厳
の
よ
う
な
も
の
を

感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
先
生
方
の
年
齢
構
成
も
高
く
、
同

じ
数
学
科
の
中
で
は
、
私
の
す
ぐ
上
は
一
回

り
年
齢
の
違
う
渡
辺
先
生
と
斉
木
先
生
、
学

年
主
任
の
志
村
先
生
で
さ
え
も
、
数
学
科
の

中
で
は
若
手
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
数
は
少
な
い
も
の
の
、
同
じ
学
年
の
安
藤

先
生
や
古
河
先
生
、
新
採
用
だ
っ
た
野
球
部

監
督
の
堀
之
内
先
生
（
当
時
、
私
は
野
球
部

の
顧
問
で
し
た
）
な
ど
同
じ
年
代
の
先
生
方

に
は
様
々
な
場
面
で
助
け
て
い
た
だ
き
、
た

い
へ
ん
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
頃
、
一
年
生
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
は
西

館
で
、
二
年
生
以
降
に
な
る
と
理
系
は
本

館
、
文
系
は
北
館
に
別
れ
た
よ
う
に
記
憶
し

て
い
ま
す
。
私
は
、
二
年
生
、
三
年
生
の
と

き
は
理
系
ク
ラ
ス
の
担
任
で
し

た
の
で
本

館
に
入
り
ま
し
た
。
本
館
は
本
当
に
古
い
建

物
で
、
入
口
が
低
く
、
窓
も
開
か
な
い
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
り
、
特
に
、
東
西
の
両
端
の
教

室
は
通
気
性
が
悪
か
っ
た
り
し
て
、
教
室
環

境
と
し

て

ぱ
決
し

て
良
い
と

は
言

え
な

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

奈
良
・
京
都
に
行
っ
た
研
修
旅
行
、
車
山

で
行
っ
た
宿
泊
学
習
、
ス
キ
ー
教
室
や
一
万

メ
ー
ト
ル
走
だ
け
で
な
く
、
職
員
チ
ー
ム
で

運
動
会
の
リ
レ
ー
に
参
加
し
た
り
、
球
技
大

会
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
優
勝

ク
ラ
ス
と
対

戦
し
た
り
し
た
こ
と
も
懐
か
し
く
思
い
出

さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
も
強
行
遠
足
の
こ
と

は
格
別
な
思
い
出
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

私
は
コ
局
の
Ｏ
Ｂ
で
は
な
い
の
で
自
分

自
身
が
体
験
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

強
行
遠
足
の
こ
と
は
以
前
か
ら
良
く
耳

に

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
関
わ
っ

て
み
る
と
、
そ
の
規
模
の
大
き
さ
は
言
う
ま

で
も
な
く
、
学
校
と
し
て
の
力
の
入
れ
方
も

並
大
抵
で
は
な
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
特

に
、
当
時
の
望
月
政
廣
校
長
が
数
学
科
の
酒

席
に
参
加
さ
れ
た
際
に
、
こ
の
行
事
に
対
す

る
思
い
を
熱
く
語
ら
れ
た
こ
と
は
、
今
で
も

鮮
明
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

百
年
を
超
え

る
歴
史
と
伝
統
、
そ
の
歴

史
の
中
で
排
出
し
た
三
万
人
を
超
え
る
同

窓
生
と
そ
の
活
躍
、
本
県
の
高
校
教
育
に
お

い
て
甲
府
一
高
が
果
た
し
て
き

た
役
割
や

実
績
な
ど
、
そ
れ
ま
で
に
認
識
し
て
い
な

か
っ
た
が
こ
と

が
次
第
に
分
っ
て
く
る
に

つ
れ
て
、
責
任
や
使
命
の
大
き

さ
を
痛
感

し
、
私
自
身
も
教
師
と
し
て
成
長
さ
せ
て
も

ら
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

昭
和

六
二
年

に
皆
さ
ん
が
卒
業
し
た

後
、
平
成
二
年
、
平
成
五
年
と
計
三
度
の
卒

業
生
を
送
り
出
し
、
教
諭
と
し
て
九
年
間
、

勤
務
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
二
十
年
に

教
頭
と
し
て
一
年
、
平
成
二
六
年
か
ら
校
長

と
し
て
二
年
、
計
十
二
年
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
振
り
返
っ
て
見
れ
ば
、
私
の
教
員
人

生
ぱ
甲
府
一
高
と
共
に
あ
っ
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
度
の
同
窓
会
を
企
画
し
実
行
し
て

い
た
だ
い
た
昭
和
六
二
年
卒
の
皆
様
が
、
社

会
の
一
員
と
し
て
立
派
に
成
長
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
活
躍
し
て
い
る
姿
を
見
る

に
付
け
、
甲
府
一
高
の
持
つ
教
育
力
の
大
き

さ
に
改
め
て
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
皆
様

の
益
々
の
ご
発
展
ご
活
躍
を
衷
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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創
立
１
３
９
周
年
同
窓
会
の
開
催
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

創
立
１
０
０
周
年
の
前
後
に
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
か
ら
す
で

に
4
0年
近
く
が

経
過
し
、
Ａ
Ｉ

技
術
を
核
と
す
る
世
の
中

の
進
歩
予
測
に
追
随
で
き
そ
う
に
な
い
こ

と

が
我
が
身
の
未
熟
と
相
侯
っ
て
迷
妄
は

深

ま
る
ば
か
り
。
諸
先
輩
方

に
交
じ
り
記

念
誌
に
拙
稿
を
寄
せ

る
の
が
憚
ら
れ
る
所

以
で
す
。

あ
の
頃
は
意
識
の
外
に
あ
っ
た
「
古
き

良
き
時
代
」
な
ど
と
い
う
言
辞
に
、
今
万
感

が
こ
も
り
ま
す
。
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ー
ラ
ー
ニ

ン
グ
」
な
ど
と
言
わ
ず
と
も
、
自
ら
進
み
ゆ

く
道
を
求
め
、
主
体
的

に
積
極
的
に
学
ん

で
い
た
生
徒
達
。
生

徒
会
役
員
た

ち
。
ま

た
、
深
い
伝
統
に
立
ち
な
が
ら
リ
ベ
ラ
ル
で

あ
る
こ
と
に
躊
躇
の
な
か
っ
た
諸
先
生
方
。

と
り
わ
け
、
教
師
と
し
て

の
衿
持
を
授
け

て
い
た
だ
い
た
古
屋

幸
雄
先
生
、
田
中
資

時
先
生
。
三
枝
満
先
生
に
は
国
語

の
教
師

像
を
た
た
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
雨
宮

泰
明
先
生
、
黒
部
信
義
先
生
、
志
村
洸
先

生
。
校
是

の
「
日

に
新
た
、
ま
た
日
に
新

た
」
は
確
か
に
そ
の
方

々
の
中
に
あ
り
ま

し
た
。
鬼
籍
に
入
ら
れ
て
し
ま
っ
た
方
も
、

な
お
、
教
員
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
烈
に

照
射
し
て
い
た
だ
き
、
教
員
と
し
て

の
終

焉
を
迎
え
よ
う
と
す
る
今
日
ま
で
、
私
は

そ
こ

に
深

い
根
を
探

り
続
け
て

き
ま
し

た
。一
通
り
の
感
謝
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
忘

れ
得
ぬ
方

々
ば
か
り
で
す
。（
※
6
2年
卒
の

方
々
に
は
馴
染
み
の
な
い
先
生
方
が
多
い

で
す
ね
。
）

さ
て
、
昨
年
の
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
西
関

東
大
会
高
校
の
部
の
会
場
に
４
人
の
女
性

が
、
演
奏
を
終
え
た
私
を
訪

ね
て

く
れ
ま

し
た
。
咄
嵯
に
お
名
前
を
思
い
出
せ
ず
、
固

有
名
詞
を
失
念
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た

旨
を
詫

び
て
尋
ね
る
と
、
三
十
数
年
前
の

甲
府
一
高
で
の
記
憶
が
還
り
、
半
時
近
く
も

立
ち
話
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
担
任
二

回
り
目
の
若
輩
が
学
年
主
任
志
村
洸
先
生

か
ら
女
子
ク
ラ
ス
の
担
任
を
拝
命
し
、
慎
重

に
？
口
々
を
過
ご
し
て
い
た
、
そ
の
時
に
一

高
生
だ
っ
た
彼
女
だ
も
の
穏
や
か
で
温
か

な
物
言
い
は
あ
の
頃
へ
の
深
い
愛
惜
を
湛

え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
５
年
前
、
還
暦
を
迎
え
た
年
の
５

月
に
、
甲

府
一
高
応
援
団
吹
奏
楽
部
の
０

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

有
志
が
身
に
過
ぎ
る
お
祝
い
の

会
を
開
い
て
く
れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ

プ
の
高
級
外
車
で
迎
え
ら
れ
、
甲
府
富
士

屋

ホ
テ
ル
の
広
間
で

は
１
０
０
名
近
く
が

待

ち
受
け
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
次

々
に

か
つ
て
の
映
像
が
浮

か
び
上
が
る
懐
か
し

い
面

々
を
前
に
、
感
謝
の
挨

拶
や
思

い
出

話
を
話
し
た
後
、
「
フ
ラ
分
（
フ
ラ
ン
ス
分

裂
行
進
曲
）
」
（
※
応
援
練
習
の
入
場
行
進

の
音
楽
で
す
）
を
皮
切
り
に
、
［
校
歌
］
斉

唱
、
「
鶴
城
に
」
　「
起
て
　

撃
て
　

勝
て
」

と
応
援
歌
の
演
奏
・
斉
唱
。
ス
コ
ア
を
見
ず

と
も
指
揮
棒
は
動
き
、
歌
詞
ま
で
衰
え
た

脳
の
奥
か
ら
帰
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
「
希
望
の
光
身

に
浴
び
て
」
と
歌
う
頃

に
な
っ
て
、
立
ち
現
れ
る
記
憶
の
興
奮
の
渦

の
中
か
ら
、
「
あ
あ
こ
の
人
達
は
コ
局
が
好

き
な
の
だ
」
と
い
う
思
い
が
立
ち
上

が
っ

て
来
て
、
そ
れ
が
会
場
に
充
満
し
て
い
る

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。

２
次
会
３
次
会
４
次
会
と
止
む
こ
と
の

な
い
か
の
如
き
宴
の
果
て
た
数
日
の
後
、
彼

ら
の
綴
っ
て

く
れ
た
文
集
か
ら
は
身
に
余

る
賛
辞
の
向
こ
う
側

に
そ
の
頃
の
私
の
未

熟
さ
、
や
り
た
い
放
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て

き
ま
し
た
。
若
輩
と
は
言
え
、
天
下

に
誇
る

甲
府
第
一
高
校

に
在
籍
し
た
人
間
の
仕
業

を
若
気
の
至
り
と
括
る
の
は
申
し
訳
な
い

気
が
し
ま
す
。
無
精
髭
、
薄
黒
く
偏
光
し
た

眼
鏡
、
チ
ノ
パ
ン
に
Ｔ

シ
ャ
ツ
と
い
う
姿
で

レ
ッ
ス
ン
す
る
写
真
に
は
、『
坊
ち
ゃ
ん
』
さ

な
が
ら
無
鉄
砲
で
あ
っ
た
こ
と
に
汗
顔
の

至
り
で
す
。
こ
ん
な
者

に
も
幸
福
な
時
間

を
惜
し
げ
も
無
く
与
え
て
く
れ
る
彼
ら
で

し
た
。
深
い
伝
統
を
校
歌
や
応
援
歌
の
中
か
ら

探
り
得
て
、
そ
こ
に
立
脚
し
な
が
ら
リ
ベ
ラ

ル
で
あ
る
こ
と
に
躊
躇
の
な
か
っ
た
の
は

生
徒
達
も
同
じ
で
し

た
。
「
コ
局
生
ら
し

く
」
と
言
う
だ
け
で
身
を
律
す
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
「
よ
き
時
代
の
」
一
高
生
に
は

シ
ソ
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
も
の
と
も
せ

ぬ
精
神
が
宿
っ
て
い
ま
す
。
人
生
の
実
り
の

時
期
を
迎
え
た
方

々
の
行
く
末
に
、
幸
多

か
れ
と
祈
る
ば
か
り
で
す
。
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思
い
出
す
こ
と
な
ど

ａ
年
６
組
担
任

保

坂
　
す

み

子
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1
9
8
6

年

、
甲

府

第

一

高

等

学

校

に

在

職

し

て

三

年

目

の

四

月

、
卒

業

生

を

送

り

出

し

ほ

っ
と

し

て

い

た

と

き

で

あ

っ

た

。

校

内

人

事

で
「
留

年

」

を

告

げ

ら

れ

た

。
す

な

わ

ち

も

う
一

度

三

年

生

の

担

任

を

と

い

う
こ

と

で

あ

っ
た

。
そ

の
当

時

他

校

に
比

べ

れ

ば

女

性

教

員

は

少

な

く

、
男

性

教

員

は

と
い
え

ば

ベ
テ
ラ

ン
と

呼

ば

れ

る

に
ふ

さ

わ

し

い
先

生

方

が

多

く

い

ら

れ

た

。
そ

の
中

に

あ

っ
て

は
、
私

は

ま

だ

ま

だ

若

輩

者

の
青

二

才

で

あ

っ
た

。
だ

か
ら

校

務

分

掌

を
決

め

る

に
あ

た

っ
て

は

、
私

は

動

か
し

や

す

い
駒

の

一

つ

で

あ

っ
た

だ

ろ

う

。
し

か

も
今

度

は

い

わ

ゆ

る
「
女

ク
ラ
」
（
じ

ょ
く

ら

）
で

は
な

く

「
男

ク
ラ
」
（

だ

ん

く

ら
）
で

も

な

く

、
男

女

ク
ラ

ス

の

担

任

と

い

う
こ

と

で

あ

っ
た

。
新

一
年

生

な

ら

私

の

ほ

う

が

先

輩

顔

し

て

う

ま
く

や

る

こ

と

も

で

き

る

の
に
、
突

然

最

上

級

生

と

い
う

の

は
な

ん
と

も

荷

が
重

い

。
彼

ら

の
方

が
家

の
主

で

、
私

か

恐

る

恐

る

入

っ

て

い

く

と

い

う

心

理

は

消

し

が

た

い

も

の

で

あ

っ
た

。
生

徒

は

生

徒

で

面

識

の
な

い

担

任

を

容

赦

の
な

い

目

で

じ

っ
と

見

て

い

た

こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
う
と
、
今
で
さ
え
冷

や
汗
も
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
わ
け
で
一
学
期
は
私
の
方
が
妙

に
緊
張
し
て
し
ま
い
、
ぎ
こ
ち
な
い
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
あ

る
意
味
生
徒
の
方
が
大
人
で
あ
っ
た
。
勝
手

気
ま
ま
に
自
由
に
ふ
る
ま
っ
て
い
る
よ
う

に
み
え
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
進
路
を
選
ぶ

か
真
剣
に
考
え
、
勉
学
に
ク
ラ
ブ
活
動
に
と

励
み
、
良
い
実
り
が
期
待
で
き
そ
う
で
あ
っ

た
。
六
組
を
教
え
に
き
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

先
生
方
か
ら
教
室
も
き
れ
い
だ
し
、
勉
強
も

頑
張
っ
て
い
る
よ
と
言
わ
れ
る
と
私
は
自

分
の
こ
と
の
よ
う
に
嬉
し
く
ひ
と
り
で
に

笑
み
が
こ
ぼ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
進
路
の

結
果
も
そ
れ
ぞ
れ
が
頑
張
り
を
み
せ
、
学
年

主
任
の
先
生
か
ら
も
お
褒
め
の
言
葉
を
い

た
だ
い
た
。

ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
四
月
か
ら
一
年
に

も
な
ら
な
い
短
い
つ
き
あ
い
で
あ
っ
た
が
、

私
は
生
徒
だ
ち
か
ら
ず
い
ぶ
ん
多
く
の
こ

と
を
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
よ
う
な
気
が
し

て
い
る
。
そ
れ
は
歴
史
あ
る
立
派
な
伝
統
を

も
つ
甲
府
第
一
高
等
学
校
と
い
う
大
き
な

器
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
も
の
：
：

延
々

と
先
輩
だ
ち
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
も

の
：

：

そ
れ
を
校
風

と
呼

べ
ば
い
い
の

か
：

：

そ
う
い
う
雰
囲
気
の
中
で
学
ん
で

い
る
生
徒
自
身
、
ま
た
共
に
過
ご
し
て
い
る

教
員
自
身
も
ま
た
互
い
に
良
い
意
味
で
の

相
乗
効
果
と
な
っ
て
、
あ
る
種
の
緊
張
感
を

伴
い
な

が
ら
向

上
心
を
喚
起
し
て

く
れ

た
。
校
則
は
比
較
的
緩
や
か
で
生
徒
を
強
く

束
縛
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
と
ん
で

も
な
い
こ
と
を
し
で
か
す
生
徒
も
い
ず
、
あ

る
種
の
品
位
が
保
た
れ
て
い
た
よ
う
に
お

も
え
る
。
そ
ん
な
一
高
生
を
思
い
浮
か
べ
る

と
き
あ
る
言
葉
を
思
い
出
す
。

「
白
い
花
の
中
の
白
い
鳥
」
（
か
つ
て
夢

中
に
な
っ
て
読
ん
だ
本
で
は
漢
文
調
の
表

現
で
あ
っ
た
が
）
そ
の
言
葉
は
わ
た
し
が
勝

手
に
言
い
換
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、
長
い

年
月
を
経
て
熟
成
さ
れ
い
つ
の
間
に
か
わ

た
し
の
一
部
と
な
り
折
に
ふ
れ
思
い
起
こ
さ

れ
る
。
白
い
花
の
咲
き
乱
れ
る
広
い
広
い
原
っ

ぱ
、
そ
の
中
に
す
１
つ
と
舞
い
お
り
る
白
い

鳥
、
一
瞬
さ
ん
ざ
め
く
白
い
原
っ
ぱ
、
そ
の

花
の
白
さ
の
中
に
埋
没
し
そ
の
白
と
一
体

と
化
し
て
い
る
が
：
：

溶
け
込
ま
れ
な
が

ら
、
そ
れ
で
い
て
そ
の
存
在
感
を
凛
と
放
っ

て
い
る
白
い
鳥
：

…

コ
局
生
の
多
く
は
そ
の
「
白
い
鳥
」
で

あ
っ
た
よ
う
に
お
も
え
る
。
そ
の
頃
は
み
な

野
原

に
思

い
思

い
咲
き
乱

れ
る
花

々
で

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
そ
れ
ぞ
れ

が
自
分
と
い
う
も
の
を
し
っ
か
り
も
ち
、
あ

ま
り
周
囲
に
踊
ら
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
も

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
各
自
が
自
分
と
い
う

存
在
を
き
ち
ん
と
受
け
止
め
て
い
た
と
言

え
る
。
私
自
身
は
と
い
え
ば
そ

の
「
白

い
鳥
」

で
あ
り
た
い
と
ず
っ
と
願
い
続
け
て
、
今
に

い
た
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
が
。

共
に
過
ご
し
た
時
は
短
か
っ
た
が
、
未
熟

な
教
員
の
わ
た
し
に
甲
府
第

二
局
等
学
校

が
与
え
て
く
れ
た
も
の
は
そ
の
後
の
教
員

生
活
の
か
け
が
え
の
な
い
大
き
な
財
産
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
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第

一

三

九

周

年

甲

府

中

学

・

甲

府

一

高
　
　

い

た

よ

う

に

思

い

ま

す

。

無

農

薬

で

と

思

っ
　
　

し

た

。

こ

の

三

年

間

で

ヒ

マ

ラ

ヤ

を

北

と

南
　
　

九

ヶ

月

で

短

い

の

で

す

。

ク

ラ

ス

を

ま

と

ま

同

窓

会

総

会

の

開

催

、

誠

に

お

め

で

と

う

ご
　
　

て

始

め

ま

し

た

か

、

一

年

で

あ

き

ら

め

ま

し
　
　

か

ら

眺

め

た

り

、

サ

（

ラ

砂

漠

で

キ

ャ

ッ

プ
　
　

り

の

あ

る

も

の

に

で

き

る

の

か

。

し

っ

か

り

ざ

い

ま

す

。

ま

た

、

昭

和

六

二

年

卒

業

生

の
　
　

た

。

今

は

微

農

薬

を

基

本

に

、

花

と

野

菜

を
　
　

を

し

た

り

し

ま

し

た

。

こ

の

年

に

な

る

と

い
　
　

と

し

た

進

路

指

導

が

で

き

る

の

か

。

前

途

皆

さ

ん

、

当

番

幹

事

ご

苦

労

様

で

す

。

総

会
　
　

ほ

ん

の

少

し

、

妻

の

名

で

「

道

の

駅

と

よ

と
　
　

っ

ど

う

な

る

か

分

か

ら

な

い

の

で

、

ま

ず

、
　

多

難

。

そ

こ

で

、

全

て

は

無

理

な

の

で

、

進

の

成

功

を

祈

念

い

た

し

ま

す

。
　
　
　
　
　
　

み

」

に

出

荷

し

て

い

ま

す

が

、

日

本

の

農

業
　
　

遠

く

と

か

敞

し

い

と

こ

ろ

へ

行

っ

て

、

足
　
　

路

だ

け

を

し

っ

か

り

サ

ポ

ー

ト

し

よ

う

と
　

実

は

、

昨

年

度

の

総

会

誌

に

も

寄

稿

さ
　
　

は

費

用

対

効

果

が

悪

す

ぎ

る

の

を

実

感

し
　
　

腰

が

弱

っ

て

き

た

ら

楽

な

と

こ

ろ

へ

と

考
　
　

決

め

ま

し

た

。

正

確

な

情

報

の

提

供

と

本

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

ほ

ぼ

重

複

し

た

内
　
　

て

い

ま

す

。

日

本

は

、

私

か

就

職

す

る

頃

す
　
　

え

て

い

ま

す

。

人

生

に

は

何

か

を

し

な

け
　
　

人

の

意

思

の

尊

重

、

よ

り

有

利

に

な

る

書
　

―

、

。
、

＝

．ａ

。
ｘ
 

ｕ

「
ｇ

ｆ
ｌ
．

４

１Ｘ

Ｘ
　

ｊ
　
　

ｇ
 

Ｑ

多

く

の

農

家

か

農

業

だ

け

で

は

生

活
　
　

れ

ば

な

ら

な

い

時

期

か

あ

り

、

そ

れ

が

定
　

類

作

成

な

ど

が

基

本

で

し

た

。

結

局

た

い
　

１
　

、。

。

。
、

＿

ｏ
 
r
｡
1
1
 ｕ

Ｌ

＆

ｐ
y

‘
6
、

ご

」

い

こ

と
　
　

し

た

指

導

も

で

き

ず

卒

業

と

い

う

こ

と

に

容
で
、
ま
た
記
憶
が
曖
昧
な
点
や
美
化
し

て
い
る
点
な
ど
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご

容
赦
く
だ
さ
い
。

近
況
に
つ
い
て

定
年
退
職
後
、
四
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

再
就
職
を
断
っ
て
家
庭
菜
園
程
度
の
農
業

を
し
な
が
ら
、
月
一
、
二
回
の
ゴ
ル
フ
と
年

一
度
の
旅
行
を
楽
し
み
に
余
生
を
送
っ
て

い
ま
す
。

農
業
は
、
先
祖
代

々
の
土
地
か
耕
作
放

棄
地
に
な
っ
て

お
り
、
ご
近
所
迷
惑
に
な

る
の
で
し
か
た
な
く
始
め
ま
し
た
。
我
が
家

で

は
こ
れ
を
「
た
め
息
農
業
」
と
言
っ
て

い
ま
す
。
少
し
働
い
て

は
す
ぐ
た
め
息
を
つ

い
て
仕
事
が
は
か
ど
ら
な
い
と
い
う
意
味

で
す
。
こ
の
点
で
担
任
の
時
は
と
も
か
く
、

学
校
運
営
に
関
わ
っ
て
か
ら
の
仕
事
の
楽

し
さ
を
思
う
と
教
員
か
身
の
丈
に
合
っ
て

で
に
多
く
の
農
家
か
農
業
だ
け
で
は
生
活

で
き
な
い
状
況
で
し
た
。
結
果
と
し
て
後

継
者
は
い
ま
せ

ん
。
い
っ
た
ん
事
あ
る
と

き
、
食
の
面
か
ら
国
が
耐
え
ら
れ
な
い
構
造

に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
食
の
安
全
と

い
う
観
点
か
ら
も
我
が
国
の
農
業
政
策
は

貧
困
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
は
、
近
隣
諸
国
と
の
関
係
や
貧
富

の

格

差

拡

大

な

ど

を

含

め

た
社

会

構

造

の

変

化

、
未

だ

に

原

発

を

推

進

す

る

国

の

態

度

な

ど

な

ど

枚

挙

に

い

と

ま

が

あ

り

ま

せ

ん

。
国

の

将

来

へ

の
不

安

は

余

命

二

十

年

―‐－
　
・
・
χ

”
』
』
○

し
か
な
い
の
に
か
え
っ
て
増
し
て
い
ま
す

ゴ
ル
フ
は
、
仲
間
と
の
親
睦
が
主
の
下
手

の
何
と

か
で
す
か
ら
昨
年
度
同
様
何
も
書

け
ま
せ
ん
。

旅
行
は
、
「
為
子
孫
不
買
美
田
」
と
決

め
て
、
年
に
一
回
海
外
に
出
る
こ
と
に
し
ま

年
前
で
し
ょ
う
。
定
年
後
は
、
し
た
い
こ
と

を
で
き
る
と
き
に
す
る
と
い
う
時
期
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
経
済
力
や
体
力

と
の
兼
ね
合
い
で
す
か
、
こ
れ
は
致
し
方
あ

り
ま
せ
ん
。

思
い
出

三
月
末
。
三
学
年
職
員
室
で
指
導
要
録

を
ま
と

め
て
い
た
と
き
。
二
学
年
主
任
の

志
村
先
生
が
入
っ
て
き
て
「
頑
張
っ
て
る

ね
。一
高
を
た
の
む
よ
」
と
言
っ
て
出
て
行

き
ま
し
た
。「
何
を
し
に
き
た
の
だ
ろ
う
」

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
翌
年
度
私
は
皆
さ

ん
の
学
年
、
三
年
七
組
の
担
任

に
な
り
ま

し
た
。
戸
惑
い
ま
し
た
。
二
年
間
、
と
も
に

過

ご
し
て
来
た
生
徒
と
教
師
の
集
団

に
、

私
だ
け
か
異
星
人
の
よ
う
に
入
り
込
む
の

で
す
。
そ
の
上
、
三
学
年
の
一
年
間
は
実
質

『
　
４ｊ一
丿『
一
。一

な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
判
断
は
そ
れ
ほ
ど
悪

く
は
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん

ど
の
皆
さ
ん
が
現
役
で
進
学
就
職
し
て
く

れ
た
か
ら
で
す
。
個
性
的
な
人
の
多
い
ク
ラ

ス
で
、
こ
こ
で
は
書
げ
な
い
こ
と
も
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
し
た
か
、
そ
れ
な
り
に
ま
と
ま

り
、
学
園
祭
や
強
行
遠
足
も
結
果
を
残
し

て
く
れ
ま
し
た
。
私
も
、
山
梨
国
体
に
か
り

出
さ
れ
、
夕
方
学
校
に
戻
り
夜
遅
く
ま
で

生
徒
を
学
校
に
残
し
て
指
導
し
た
り
し

て
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
こ
と

も
し
ま
し
た
。
ほ
め
ら
れ
た
ク
ラ
ス
運
営
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。
私
の
退
職
時
に

も
皆
集
ま
っ
て
く
れ
て
良
い
生
徒
た
ち
に

出
会
え
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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甲
府
一
高
の
階
段
の
こ
と

Ｓ
年
Ｓ
組
担
任

古

河

通

也
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第
１
３
９
周
年
甲
府
中
学
・
甲
府
一
高

同
窓
会
総
会
の
開
催
を
お
祝
い
す
る
と
と

も
に
、
当
番
幹
事
と
し
て
準
備
に
当
た
ら
れ

た
昭
和
6
2年
卒
業
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
昨
年
３
月
を
も
っ

て
定
年
退
職
い
た
し
ま
し
た
。
教
員
生
活
の

始
め
と
終
わ
り
に
母
校
の
甲
府
コ
局
に
勤

務
す
る
こ
と
が
で
き
た
う
え
に
、
縁
あ
っ
て

退
職
後
も
続
け
て
甲
府
一
高

に
再
雇
用
し

て
い
た
だ
い
た
幸
せ
者
で
す
。
幹
事
の
皆
さ

ん
と
出
会
っ
た
の
は
3
5年
前
、
新
設
の
甲
府

昭
和
高
校
が
加
お
っ
た
５
校
総
合
選
抜
の

１
年
目
で
し
た
。
学
校
へ
の
愛
着
が
希
薄
と

な
り
、
将
来
同
窓
生
と
し
て
連
帯
感
が
も

て
る
の
だ
ろ
う
か
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
数
年
前
か
ら
当
番
幹
事
を
意
識
し

た
活
動
を
始
め
、
立
派
に
そ
の
責
任
を
果
た

し
、
ま
も
な
く
そ
の
大
任
を
終
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
私
は
当
時
ま
だ
若
造
の
駆
け
出

し
の
担
任
で
し
た
が
、
今
、
皆
さ
ん
の
活
躍

を
本
当
に
嬉
し
く
思
い
、
労
い
の
言
葉
を
お

贈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
、
美
咲
の
地
に
懐
か
し
い
校
舎
も
、
体

育
館
も
、
講
堂
も
、
図
書
館
も
日
新
ホ
ー
ル

も
な
く
、
多
く
の
卒
業
生
に
と
っ
て
、
母
校

を
訪
れ
て
往
時
を
偲
ぶ
の
は
叶
え
ら
れ
な

い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
大
先

輩
の
皆
様
が
学
校
見
学
を
希
望
さ
れ
、
私

か
ご
案
内
す
る
こ
と
が
何

回
か
あ
り
ま
し

た
が
、
物
と
し
て
の
形
は
無
く
て
も
Ｉ

こ
れ

は
何
と
も
説
明
し
難
い
の
で
す
が
Ｉ

母
校

に
漂
う
雰
囲
気
を
お
感
じ
に
な
ら
れ
、
つ
い

つ
い
予
定
時
間

を
オ
ー

バ
ー
し
て
し
ま
う

こ
と
が
多
い
の
で
す
。
特
に
屋
上
か
ら
の
景

色
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
と
、
ご
自
身
も

「
甲
斐
の
国
　

み
中
に
」
立
ち
て
記
憶
が

甦
り
、
青
春
時
代
の
思
い
出
話

が
尽
き

る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

旧
校
舎
で
は
、
今
も
健
在
な
５
本
の
「
糸

檜
葉
（
い
と
ひ
ば
）
」
を
回
っ
て
玄
関

に
入

り
、
正
面
階
段
を
使
っ
て
教
室
に
上
っ
た
生

徒
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
踊
り
場
で
階

段
が
左
右
に
分
か
れ
、
折
り
返
す
向
き
で

上
階
に
達
し
ま
し
た
。
現
校
舎
で
も
、
Ｉ
階

生
徒
玄
関
か
ら
５
階
ま
で
、
同
様
の
踊
り

場
形
式
の
階
段
と
な
っ
て
お
り
、
旧
校
舎
の

深
い
味
わ
い
は
あ
り
ま
せ
ん
が
意
匠
が
生

か
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
校
舎
の
階
段
は
本
館

の
北
面

に
あ
っ
た
た
め
暗
く
、
石
の
階
段
が

艶
光
り
し
て
い
ま
し
た
。
私
の
高
校
時
代
の

記
憶
に
よ
れ
ば
、
踊
り
場
横
に
は
ト
イ
レ
が

あ
り
や
や
臭
か
っ
た
？
　

当
時
は
上
下
履

き

の
区
別
が
な
か
っ
た
の
で
、
校
舎
内
に
は

結
構
泥
が
持
ち
込
ま
れ
特
に
階
段
の
清
掃

は
大
変
で
し
た
。
当
番
幹
事
の
皆
さ
ん
を
担

任
し
て
い
た
と
き
は
、
清
掃
で
う
ま
く
手
抜

き
を
し
た
り
、
い
つ
の
間

に
や
ら
姿
を
消
す

者
が
い
て
、
「
古
河
さ
ん
！
階
段
に
泥
が
た

ま
っ
て
る
よ
。
」
と
、
先
輩

の
先
生
方
に
注

意
さ
れ
、
し
っ
か
り
監
督
せ
よ
！
と
お
叱
り

を
受
け
た
苦
い
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

現
校
舎
の
階
段

は
校
舎
の
西
端
（
相
川

側
）
に
あ
り
、
Ｉ
階
生
徒
玄
関
か
ら
４
階
ま

で

は
全
面

ガ
ラ
ス
張

り
の
吹
き

抜
け

に

な
っ
て
い
ま
す
。
踊
り
場
か
ら
見
る
盆
地
の

風
景
が
抜
群
に
素
晴
ら
し
く
、
５
年
前
に

赴
任
し
た
時
か
ら
断
然
こ
の
階
段
が
私
の

お
気
に
入
り
で
す
。
午
前
中
は
季
節
と
と
も

に
移
り
変
わ
る
山
々
の
姿
が
陽
光
に
映
え
、

夕
方
に
な
る
と
山
々
の
シ
ル
エ
″
卜
が
く
っ

き
り
と
浮
か
び
、
な
ん
と
美
し
い
こ
と

か
。

そ
の
裾
野

に
は
御
勅
使
川
扇
状
地
が
、
底

辺
の
広
い
三
角
形
を
成
し
て

は
っ
き
り
と

認
め
ら
れ
ま
す

。
甲
府
盆
地
は
扇
状
地
の

宝
庫
で
す
が
、
こ
れ
だ
け
の
規
模
の
三
角
形

を
見
ら
れ
る
の
は
全
国
で
も
こ
こ
く
ら
い
、

と
「
い
い
ね
！
」
ボ
タ
ン
？
を
押
し
て
し
ま

い
ま
す
。
昨
夏
は
山
岳
部
副
顧
問
と
し
て

夜
叉
神
峠
か
ら
鳳
凰
三
山
を
縦
走
し
て
青

木
鉱
泉
に
至
る
合
宿
に
、
ヨ
ロ
ヨ
ロ
に
な
り

な
が
ら
つ
い
て
い
き
ま
し
た
。
踊
り
場
か
ら

そ
の
コ
ー
ス
が
す
べ
て
手
に
取

る
よ
う
に

見
え
る
の
で
、
天
気
が
良
い
日
は
し
ば
し
ば

佇
み
見
惚
れ
て
い
ま
す
。
生
徒
に
は
「
階
段

で
息
が
上
が
っ
て
休
ん
で
い
る
年
寄
り
」

と
で
も
見
え
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
教
室
か
ら
見
る
富
士
山
、
踊
り
場
か
ら
見

る
南
ア
ル
プ
ス
の
山
々
、
変
化
に
富
む
地
形

や
季
節
の
中
で
生
活
し
て
い
る
人
々
・
…

こ

こ
で
学
ぶ
生
徒
た
ち
に
は
、
こ
の
風
土
で
醸

成
さ
れ
た
感
性
と
個
性
を
磨
き
、
成
長
し

て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

懐
か
し
い
旧
校
舎
と
現

校
舎
の
階
段
に
つ

い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。



第
二
一
九
回
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和

義
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同
窓
生
の
皆
様
、
ま
た
今
年

度
の
幹
事

の
皆
様
ご
苦
労
様
で
す
。
同
窓
会

総
会
の

成
功
を
祈
り
ま
す
。

私
か
甲
府
一
高
に
奉
職
し
た
の
は
、
昭
和

五
十
九
年
度
か
ら
昭
和

六
十
四
年
度
（
平

成
元
年
三
月
）
ま
で
の
五
年
間
で
し
た
。

世
間
は
右
肩
上
り
の
景
気
の
順
調
な
時

期
で
し
た
。
三
十
歳
代
後
半
に
担
任
し
ま

し

た
。
青
年

教
師
の
真
直
中
で
生
徒
諸
君

と
向
か
い
合
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

定
年
退
職
後
早

や
十
三
年
目

に
な
り

ま
す
。
退
職
後
は
現
役
時
代

に
は
途
絶
え

て
い
た
地
域
の
役
職
が
次
々
と
回
っ
て
き

ま
し
た
。
公
民
館
活
動
で

は
分
館
長
と
し

て
開
か
れ
た
公
民
館
活

動
を
モ
″
ト
ー
と

し

て
、
全
員

参

加

の
活
動

を
推

進
し

た

り
、
地
域
の
歴
史
文
化
を
学
ぶ
会
を
実

施

し
た
り
し
て
地
域
の
成
り
立
ち
を
地
域
住

民
と
と
も
に
学
習
し
ま
し
た
。

ま
た
、
北
杜
市
の
郷
土
資
料
館
の
運
営

委
員
と
し
て
資
料
館
活
動
へ
の
助
言
活
動

を
、
山
梨
郷
土
研
究
会
の
理
事
も
歴
任
し

ま
し
た
（
平

成
三
十
年
度
ま
で
）
。
高
根
町

郷
土
研
究
会
で
は
地
域
の
掘
り
起
し
活
動

に
参
画
し
て
い
ま
す
。
雄
大
な
八

ヶ
岳
を

土
台
に
そ
こ
に
展
開
さ
れ
て

き
た
、
人

々

の
営
み
を
掘
り
起
こ
し
て
み
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す

。
縄
文

史
跡

の
多
い
八
ヶ
岳
山

麓
は
災
害
が
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
過
去
に
は
大
き
な
災
害
山
津
波
が
あ

り
ま
し
た
。

山
麓

の
湧
水

を
利
用
し
て

の
稲
作

文

化

も
貴

重

な
も
の
が

あ
り
ま
す

。
特

に

人

々
が
南
麓

に
生
活

の
基
盤
を
置
い
た
、

平
安
時
代
か
ら
の
埋
も
れ
た
貴
重
な
資
産

を
後
世
に
伝
え
て
い
く
の
も
、
我
々
世
代

の
使
命
と
思

い
、
資
源
発

掘
に
精
を
出
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
六
十
五
歳
以
上
割
引
制
度
を
多

い
に
活
用
し
て
様
々
な
施
設
の
見
学
、
青

春
1
8き
っ
ぷ
を
使
っ
て

の
再
発
見
旅
行
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

二
反
ほ
ど
の
畑
の
管
理
で
草
刈
り
も
大

変
で
す
が
、
家
庭
菜
園
で
取
れ
た
て
の
句

の
野
菜
を
食
す
の
は
こ
の
う
え
な
い
喜
び

で
す
。
平
成
二
十
九
年
十
二
月
に
今
回
当
番
幹

事
の
昭
和
六
十
二
年
三
月
卒
業
生
諸
君
の

同
窓
会
準
備
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時

の
様
子
を
詠
ん
だ
詩
が
、
平
成
三
十
年
五

月
三
日
付
「
山
梨
日
日
新
聞
・
文
芸
ひ
ろ

ば
漢
詩
欄
」
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

「
師
友
集
」
　
手
塚
和
義

放
情
同
志
結
交
人
　
共
酔
坐
深
鐘
日
新

久
淵
Ⅲ
年
師
友
集
　
高
歌
路
遠
惜
青
春

三
十
余
年
ぶ
り
に
会
う
生
徒
も
あ
り
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
回
も
ま
た
楽
し
い
一
時
を
過
ご

す
こ
と
と
思
い
ま
す
。
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見堀古樋手滝鈴新清斉河上゛･・`和 山柳森望早馬西土田柴笹小小黒菊柿小蛯有有 皿゙l`

藤口屋貝塚口木美水藤西野1 田川本渾月川場野屋中田本林
雷
崎島崎野原賀田

１

明浩高憲順浩智宏　 潤清隆　 太秀澄善弘賢　　　 秀和正克　 孝　　　　 禎
一

彦彦－治郎二雄之聡一貴史　 郎人孝人昭一淳創治幸則彦彦清典満哲強要剛武

小長海天山宮平樋野都津種種志権小窪数大兎伊石雨浅 皿`゙長重小潭小小岡浅山安tM

田野野田川山口中筑金元田村太林田野
晨
東藤原宮川1 坂野松田松林島野本出

平和 千佳　 和　　 康　 正　 英 文 昭広　 公雅 直 宏慎　 高
佳

佳子子 子 武 也茂 敏弘 篤 道浩 史寿 弘 幸 洋正 司 昭紀 也 隆史

英 美 由 陽 ゆ千加 暢栄 卓
起　 か　 代

子 紀 子子 り晶 子美 喜 司

武三三松松堀保堀保平原名中土小河窪木君木数大飯飯雨跡浅 爽゙l原`野中清里橘小
浦　久　　　　　　４

川村木野井込坂内坂柳田取山橋林野田村島原野保野窪宮部川１ 田明村水見田野

智直裕い理礼美美さ朱聖由　悦干多桂美理る礼子朋か啓　恵　聖千晶ひ京多真
紀づ　　　　 ゆ　　　　　　 津　智　　　　　 お　　　　　 朱　 と　　由

美子子み香子和香り美美樹睦子恵美子子恵み子秋美り子香子　子子己み子美美

荻 圃`゙森樋坂小柿小長秋饗渡若望宮保保深保土田武鈴末志小久鎌 圃`゙依依山山望村

野a　 口口林崎野田山場遁月月川坂坂渾坂橋中内木武村林
鸞
田1 田田本下月松

伸恭亨―泰治満賀奈浩　　 勇　 典正和　智　 慎進光春　 秀　美悦加和夏ゆ
里奈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恵　　　　　き

大　子子子葉子美子子美司衛健徳幹男紀夫健典朗司一司彦宏一　 子子奈子子み

渡松中中武鈴清小河小饗７ 三丸平名丹長丹小大猪依三深永瀧杉清杉清里坂加片

遁本山沢田木水林野沢場１ 井山松取深坂沢泉木股田嶋深井渾山水浦水吉本藤田

健　 幸哲義宏正　行正　理美きみ真順淳典り克明豊由研　　 文昭　一徹秀
恵みち由　　　 恵　　　　　　　　　犬

宏一賢介哉典好典徹広己　恵子子る美子子子子恵良博浩一威靖彦郎武人次明勇
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今穐７ 松細日中清小切小青小原 長 中 中斎 河 窪加 小上 岩 秋望 三 原 中田 高清 清佐 三
賀

原中塚水水野枝畠村山
１
田井本島家池刀川柳

如 洋　 理 直 あ 尚真 佳
き

美 子忍 子美 子美 木 美

沼 鴬 込藤 野 田美 口 野間 山月 井

和 ゆ栄佐かかあひ美美敬美正信利和嘉敏信　 達誠武　 英
か　 知 お お ゆ と穂 栄　 奈　　　　 一
美 り子 子 りる み み子 子子 子文 三 弘 光郎 明 一暁 也司 彦 高司

小 太江伊 飯 爽゙･｀山 山 保 深

霖
田 原 藤 沼1 下 本 延 滞

依柳望望保古深広原花長中中高志坂小小岸
宮

田渾月月坂屋沢末田形沢渾渾野村本山平

里 な直深
お
香美 美 幸
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口 圓 口 囲

●

。
二 二 二 言 言 ぱ 二

始まった同窓会活動｡その後､少しずつ輪が広

がり､ 本当に多くの同級生と再会し協力する

中で､何とか第139 周年甲府中学･甲府一高

同窓会を｢甦れ目B9 年の伝統～深紅の旗の下

に～｣のテーマのもと開催できることを､大変

うれしく感じています｡これまで第139 周年

甲府中学･甲府一高同窓会の開催にあたり御

協力･御尽力いただいたすべての皆様に､心よ

り感謝申し上げます。

第139 周年甲府中学･甲府一高同窓会

記念誌部会長　志村 光司

ワイン

・パッケージのデザイン

は、校章をシンボル化

し、甲府中学から甲府

一高の歴史を印象的か

つシンプルに表現した

ものです。

マフラ ータ オル

Ｌ
ｔ
一

才
ｌ
¥

１
］％
Ｉ

半
團

･甲府中学と甲府一高の校章と創立年を入れ､学校の歴

史､ 伝統を表現しました。

･本体色のエンジは、第１３９周年のテーマの「甦れ！

139 年の伝統～深紅の旗の下に～」の深紅を彷彿とさ

せる色合いになっています。

商品名: ジャカードマフラータオル(

本体色: エンジ　本体文字 色:ピンク)

どら焼き

･１３８周年同窓会の鈴木浩文実行委員長が社長を務め

る鈴木製菓で作った記念のどら焼きで､３年連続の販

売となります。

･パッケージに新元号

が入った､ 今年なら

ではの記念すべき

一品です。

令

和
一
番

年

=

恪 囲

圃日

日

第139 周年 甲府中学･甲府一高同窓会

甦 れ!139 年の伝統
～深紅の旗の下に～

発行日:令和元年5 月19 日

発行:第139 周年甲府中学･甲 府‐ 高同窓会実行委員会

編集:記念誌部会　制作･印刷:株式会社少國民社
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１
’
一

同窓会案内

l ゛
ｉ

‘
．

第60 回 甲府中学・甲府一高 東京同窓会

テーマ 「響け！鐘の音 世代を超えてＴｏｂｅ ｃｏｎtinued …」

サブテーマ 「～心をつなぐ同窓の輪～」

2019 年フ月６日 （ﾆﾋ）

当番幹事　昭和56 年卒　　 サブ幹事　平成 １０年卒

会場：京王プラザホテル

〒160-8330 東京都新宿区西新宿2-2-1　　

03-3344-0111 （代）

第140 周年 甲府中学・甲府一高同窓会

2020 年５月 循 日（土）

会場：甲府記念日ホテル

当番幹事：昭和63 年卒　　副当番幹事：平成 行 年卒

大勢の皆様のご来場をお待ちしております。

～

．ｊ
．

。
￥
ｊ

″
声
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